
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書

令
和
五
～
七
年
度

基
盤
研
究

（
B
）　

近
代
日
本
美
術
史
に
お
け
る
美
術
商
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

研
究
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史
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史
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け
る
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る
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礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
八
年
三
月
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□
概
要
報
告

　

本
報
告
書
冒
頭
に
あ
た
り
、
本
調
査
研
究
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

　

本
研
究
は
、
美
術
界
を
成
立
さ
せ
、
美
術
史
成
立
に
大
き
く
関
与
す
る
美
術
商
と
い
う

存
在
や
機
能
、
特
徴
を
具
体
的
に
把
握
し
、
美
術
史
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
作
品
は
、
作
家
が
つ
く
る
。
そ
し
て
観
衆
等
に
受
容
さ
れ
、
批
評
家
や
研
究
者
ら
に

よ
り
言
説
化
さ
れ
、
意
義
・
意
味
づ
け
ら
れ
て
相
対
価
値
が
共
有
さ
れ
、
美
術
史
に
定
位

さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
作
品
が
観
衆
等
に
受
容
さ
れ
る
方
法
と
し
て
、
展
覧
会
や

出
版
と
い
っ
た
公
開
が
ひ
と
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
よ
り
直
接
的
な
受
容
の
形
態
の
ひ

と
つ
に
、
購
入
が
あ
る
。
こ
の
行
為
は
、①
作
家
本
人
と
の
直
接
売
買
、②
仲
介
者
の
存
在
、

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
②
を
実
践
す
る
業
者
が
美
術
商
で
あ
る
と
、
理
論

上
は
理
解
さ
れ
る
。
前
近
代
で
は
作
家
集
団
が
工
房
を
経
営
し
た
た
め
①
が
多
く
、
今
日

で
は
画
廊
な
ど
が
②
の
役
割
を
果
た
す
場
合
が
多
い
と
、
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
よ
う
。

し
か
し
そ
の
一
般
認
識
以
上
の
分
析
や
考
察
を
十
分
に
果
た
し
た
研
究
は
な
い
と
い
っ
て

よ
い
。
以
上
が
、
本
調
査
研
究
の
目
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
令
和
五
年
度
よ
り
開
始
し
た
本
調
査
研
究
で
は
、
文

献
調
査
及
び
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
近
代
の
美
術
商
の
動
き
、
働
き
、
意
義
な
ど
の
考
察

を
当
初
の
具
体
的
な
研
究
手
法
と
し
た
。
中
途
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
資
料
群
調
査
が

膨
大
な
作
業
量
と
な
っ
た
た
め
、
物
理
的
に
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
の
困
難
が
あ
っ
た

も
の
の
、
複
数
の
研
究
手
法
や
目
的
を
持
つ
内
容
だ
っ
た
た
め
、
切
り
換
え
つ
つ
、
当
初

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
継
続
し
た
。
今
更
な
が
ら
で
あ
る
が
、
改
め
て
考

え
て
み
て
も
、
本
調
査
研
究
の
対
象
で
あ
る
美
術
商
と
い
う
存
在
は
漠
然
と
し
、
ま
た
そ

の
機
能
は
相
応
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
た
め
、
そ
の
学
術
的
考
察
の
理
想
と
現
実
、
物
理

的
な
限
界
も
に
ら
み
つ
つ
、
可
能
な
限
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
の
過
程

に
つ
い
て
は
煩
雑
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
せ
ず
、　

結
果
、
現
在
に
至

る
ま
で
に
、
下
記
の
成
果
を
得
た
こ
と
で
報
告
に
代
え
た
い
。

角
田
拓
朗
（
研
究
代
表
者
）

（
口
頭
発
表
）「『
明
治
』
を
め
ぐ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

「『
美
術
』
の
つ
く
ら
れ
か
た
─
明

治
の
モ
ノ
づ
く
り
の
分
岐
点
」（
愛
知
県
美
術
館
、
令
和
五
年
四
月
十
五
日
）

（

口

頭

発

表

）M
eiji A

rt H
istorical R

esearch in Japan: A
n O

verview, W
ith N

otes 

on M
y R

esearch
 

Trajectory

（The M
ary G

riggs B
urke C

enter for Japanese A
rt, 

C
olum

bia U
niversity 807 Scherm

erhorn H
all, 

令
和
五
年
十
月
） 

（
口
頭
発
表
）Exhibiting M

eiji A
rt A

nd C
ulture: C

uratorial Perspectives

（Japanese 

A
rt Society of A

m
erica, O

n
lin

e
, 

令
和
五
年
十
一
月
）

（
口
頭
発
表
）O

ne M
ore G

olden A
ge in the H

istory of Japanese Lacquerw
are The 

C
haracteristics of M

odern Export Lacquerw
are: The G

ap B
etw

een M
odern Japanese 

A
rt and Industry

（Sym
posium

: M
eiji A

rt and Visual Culture, Chicago U
niversity, 

令

和
六
年
五
月
三
日
）

（
口
頭
発
表
）「
近
代
日
本 

美
術
と
い
う
あ
き
な
い
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和

六
年
六
月
十
六
日
）

（
口
頭
発
表
）
「
近
代
日
本
輸
出
美
術
の
魅
力
」（
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
、
令
和
七
年
十

月
二
十
三
日
）

（
論
考
）「
團
伊
能
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
証
明
―
―
近
代
日
本
洋
画
史
基
礎
形
成
論

―
―
」『
近
代
画
説
』
三
四
号
、
明
治
美
術
学
会
、
令
和
七
年
十
二
月)

鈴
木
愛
乃
（
研
究
分
担
者
）

（
口
頭
発
表
）「『
明
治
』
を
め
ぐ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

横
浜
の
輸
出
工
芸　

陶
磁
器
・
漆

器
と
そ
の
周
辺
」（
愛
知
県
美
術
館
、
令
和
五
年
五
月
七
日
）

（
口
頭
発
表
）「「
横
浜
芝
山
漆
器
」
の
実
像
―
歴
史
・
技
法
・
背
景
―
」（
明
治
美
術
学
会
、

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
四
月
二
十
八
日
）

（
口
頭
発
表
）「
展
覧
会
が
で
き
る
ま
で
―
産
地
へ
の
旅
と
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
修

復
―
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
五
月
十
九
日
）

（
口
頭
発
表
）「
陶
磁
器
・
漆
器
産
地
と
し
て
の
横
浜
」（
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
、
令
和
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七
年
五
月
三
〇
日
）

（
論
考
）
「
当
館
所
蔵　

横
浜
写
真
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
に
つ
い
て
―
輸
出
漆
器
と
し
て
の
観

点
か
ら
―
（
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
五
〇
号
、
神
奈
川
県

立
歴
史
博
物
館
、
令
和
五
年
十
二
月
）

（
論
考
）
「
横
浜
と
輸
出
漆
器　

近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」 (

『
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
だ
よ
り
』
通
巻
二
二
五
号
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
二
月)

（
展
覧
会
図
録
）
角
田
・
鈴
木
・
小
川
咲
良
共
編
著

特
別
展
図
録
「
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」

所
収
論
考　

鈴
木
愛
乃
「「
横
浜
芝
山
漆
器
」
の
実
像
―
―
歴
史
・
技
法
・
背
景
―
―
」

　
　
　
　
　

角
田
拓
朗「
試
論
：
明
治
美
術
と
近
代
産
業
―
―
漆
工
を
焦
点
と
し
て
―
―
」

ほ
か
、
コ
ラ
ム
、
横
浜
地
区
漆
器
商
等
地
図
、
生
産
輸
出
額
推
移
グ
ラ
フ
、
年
表
な
ど
を

収
録
。

　

さ
て
、
な
か
で
も
特
記
す
べ
き
は
、
本
期
間
中
に
、
所
属
で
あ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
に
お
い
て
、
令
和
六
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
六
月
三
〇
日
に
か
け
て
開
催
し
た
特
別

展
「
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」
で
あ
る
。

近
代
横
浜
を
焦
点
に
、
ま
た
輸
出
漆
器
を
軸
と
し
て
開
催
し
た
特
別
展
で
は
、
近
代
日
本

に
お
け
る
多
様
な
美
術
品
の
売
買
の
実
態
を
展
示
と
い
う
形
式
で
本
研
究
の
成
果
を
社
会

還
元
し
た
。
本
展
の
準
備
段
階
の
調
査
研
究
に
お
い
て
、
全
国
の
漆
器
や
伝
統
的
工
芸
品

の
産
地
を
巡
り
、
相
対
比
較
し
、
「
美
術
」
の
売
買
や
交
易
、
物
流
や
市
場
と
い
っ
た
要

素
の
検
討
を
深
め
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
言
え
る
。
延
べ
一
万
四
千
人
の
入

場
者
を
記
録
し
た
。
そ
し
て
、
先
述
の
同
展
図
録
と
い
う
形
式
で
も
研
究
発
表
が
叶
い
、

ま
た
会
期
中
に
明
治
美
術
学
会
例
会
を
開
催
す
る
な
ど
多
様
な
成
果
報
告
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
調
査
研
究
の
今
後
の
展
望
で
あ
る
。
本
調
査
研
究
の
題
目
に
単
純
に
従
う

の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
調
査
不
足
や
考
察
不
足
の
感
は
否
め
な
い
。
他
方
、
三
カ
年
で

一
定
以
上
の
成
果
は
十
分
に
挙
げ
た
と
自
負
す
る
。
こ
の
成
果
に
加
え
て
さ
ら
に
本
調
査

研
究
の
主
軸
に
沿
っ
た
研
究
が
今
後
進
展
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
近
代
日
本
の
一
次

資
料
相
当
を
見
出
し
、
研
究
を
継
続
す
る
他
な
い
。
こ
の
点
は
愚
直
で
あ
る
が
、
常
に
意

識
し
、
目
指
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
他
方
、
そ
の
活
動
を
直
接
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
も
、
こ
の
三
カ
年
の
調
査
で
は
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

よ
り
多
角
的
な
視
座
か
ら
こ
の
目
的
に
つ
い
て
、
論
究
す
る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。
そ
の

視
座
を
据
え
る
こ
と
か
ら
が
、
今
後
の
調
査
研
究
の
始
ま
り
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

末
筆
と
な
る
が
、
本
調
査
研
究
に
御
指
導
御
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
、
ま
た
ご
協
力

賜
っ
た
企
業
、
研
究
機
関
等
に
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
本
調
査
研
究
の
概
要
報
告
と
す
る
。
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試
論
：
近
代
日
本
美
術
商
の
存
在
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
「
美
術
」
と
「
工
芸
」
の
距
離
と
あ
わ
せ
て

角
田　

拓
朗

は
じ
め
に

　

本
科
研
調
査
は
、
近
代
日
本
の
美
術
商
の
機
能
や
価
値
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。
調
査
研
究
し
た
い
対
象
が
広
く
、
課
題
も
た
い
へ
ん
に
大
き
い
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と
こ
の
調
査
研
究
を
始
め
る
段
階
か
ら
、
困
難
が
予
想
さ
れ
て

い
た
が
、
予
想
以
上
に
近
代
日
本
の
美
術
商
に
か
か
る
一
次
資
料
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

く
、
そ
の
存
在
を
把
握
で
き
ず
、
徒
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
同
時
並
行
で
現
役
の
美

術
商
の
方
々
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
い
、
そ
こ
か
ら
近
代
日
本
の
様
相
を
類
推
す
る
調

査
手
法
を
採
用
し
、
い
く
つ
か
の
文
献
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
内
実
な
ど
を
よ
り
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
美
術
商
と
距
離
の
あ
る
近
代
工
芸
を
比
較
考
察
の
対
象
と
し

て
集
中
的
に
調
査
研
究
し
た
意
義
は
大
き
い
。
確
か
な
実
績
も
あ
り
な
が
ら
も
、
一
方
で

残
念
な
が
ら
、
そ
の
全
体
像
を
見
渡
す
こ
と
、
詳
細
を
ま
と
め
る
こ
と
も
難
し
い
の
が
現

実
で
あ
る
と
素
直
に
記
し
、
反
省
の
弁
と
し
た
い
。

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
困
難
の
な
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
ま
研
究
代
表
者
と
し
て
一
連

の
時
間
の
中
で
思
考
し
た
こ
と
は
開
陳
す
る
責
務
が
あ
る
。
そ
こ
で
散
文
的
な
構
成
と
な

る
が
、
以
下
、
二
節
を
通
じ
て
、
稿
者
が
学
び
得
た
近
代
日
本
の
美
術
商
の
諸
特
徴
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
第
一
節
で
は
、
近
代
横
浜
の
キ
ュ
リ
オ
シ
ョ
ッ
プ
を
焦
点
に
美

術
商
誕
生
の
一
端
に
迫
っ
て
み
よ
う
。
第
二
節
で
は
、
近
代
に
刊
行
さ
れ
た
価
格
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
売
買
の
様
子
な
ど
に
迫
っ
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
第
三

節
で
は
「
美
術
」
と
「
工
芸
」
の
位
相
の
ち
が
い
を
試
論
的
に
提
示
し
た
い
。
近
代
日
本

に
お
い
て
、
対
立
項
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
の
よ
う
な
扱
い
と
な
る
理
由
の
一
端
を

探
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
美
術
商
の
存
在
感
を
浮
上
さ
せ
た
い
。

そ
の
一
、
キ
ュ
リ
オ
シ
ョ
ッ
プ
―
―
「
美
術
」
を
売
る
現
場
の
古
層

　

美
術
商
の
発
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
定
義
論
に
も
関
わ
る
こ
と
な

の
で
、
い
ま
、
そ
の
点
を
や
み
く
も
に
踏
み
込
む
こ
と
は
し
な
い
。
「
美
術
」
と
い
う
言

葉
が
近
代
に
作
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
従
っ
て
「
美
術
商
」
が
登
場
す
る
の
は
近
代
以
後
と

な
る
。
だ
が
、
同
様
の
商
社
商
店
は
そ
の
語
の
誕
生
を
待
た
ず
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
も

疑
い
な
い
。
近
世
の
形
態
で
言
え
ば
、「
道
具
屋
」「
古
物
商
」
が
最
も
近
し
い
と
い
え
よ

う
か
。
さ
ら
に
美
術
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
西
洋
寄
り
の
商
店
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

居
留
地
内
の
同
様
の
商
社
商
店
を
探
す
の
が
適
当
と
い
え
よ
う
。
す
る
と
、
二
枚
の
写
真

が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、解
説
の
あ
る
一
点
か
ら
。
横
浜
開
港
資
料
館
の
写
真
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
一
葉（
図

1
）
で
あ
る
。
夫
妻
と
思
し
き
男
女
が
店
先
に
座
っ
て
い
る
。
地
面
と
店
先
を
隔
て
る
板

が
あ
る
ば
か
り
で
、
果
た
し
て
こ
れ
が
商
店
な
の
か
怪
し
い
部
分
も
あ
り
、
写
真
に
収
め

る
た
め
に
仮
組
し
て
撮
影
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
並
ん
で
い
る
品
物
を
つ
ぶ
さ

に
見
る
と
、
仮
組
み
の
店
舗
の
様
子
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
時
の
輸
出
美
術
を
反
映
し
充

実
し
た
内
容
と
見
え
る
。
奥
の
飾
り
棚
、
そ
れ
自
体
も
売
り
物
だ
ろ
う
が
、
そ
の
上
に
は

多
く
の
金
属
器
と
思
し
き
壺
が
並
ぶ
。
そ
の
下
段
に
は
小
ぶ
り
な
茶
碗
、
一
輪
差
し
な
ど

が
認
め
ら
れ
る
。
画
面
奥
に
は
琴
や
番
傘
、
三
味
線
、
衣
服
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
漆
器
、

陶
磁
器
、
金
属
器
が
揃
う
点
で
は
、
中
規
模
以
上
の
商
店
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
近
世
期
の

職
業
で
言
え
ば
古
道
具
屋
に
あ
た
る
雑
多
さ
を
示
す
。
こ
れ
に
は
「Cur

io Sh
op

」
と
い

う
解
説
が
付
く
。
全
訳
す
る
と
次
の
通
り
。

　
　

日
本
の
道
具
屋
ほ
ど
、
外
国
人
を
惹
き
つ
け
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
象
牙
彫
刻
、

　
　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
漆
器
、
竹
細
工
、
藁
細
工
、
紙
器
、
陶
磁
器
、
卵
殻
陶
器
な
ど
、

　
　

精
巧
な
小
物
の
製
造
に
見
ら
れ
る
創
意
工
夫
と
巧
み
さ
は
、
実
に
見
事
で
す
。
日
本

　
　

の
象
嵌
細
工
、
金
彩
モ
ザ
イ
ク
、
あ
る
い
は
無
地
の
漆
器
は
、
非
常
に
質
が
高
く
、

　
　

中
国
製
の
も
の
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
お
り
、
日
本
特
有
の
も
の
で
、
他
に
類
を
見
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ま
せ
ん
。

　
　

漆
塗
り
の
木
製
の
皿
、
カ
ッ
プ
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
優
美
な
デ
ザ
イ
ン
と
細
工
が
施

　
　

さ
れ
て
お
り
、
お
茶
や
お
酒
、
そ
の
他
の
温
か
い
飲
み
物
を
飲
む
の
に
用
い
ら
れ
ま

　
　

す
。
使
用
後
は
ぬ
る
ま
湯
で
洗
い
、
乾
拭
き
す
る
こ
と
で
、
何
年
も
そ
の
輝
き
を
保

　
　

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
非
常
に
古
い
漆
器
の
値
段
は
、ほ
と
ん
ど
法
外
な
値
段
で
す
。

　
　

象
牙
彫
刻
の
中
に
は
、
優
れ
た
細
工
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
高
価
で
す
。
し
か
し
、

　
　

葉
巻
ケ
ー
ス
や
紙
で
作
っ
た
革
の
模
造
品
な
ど
の
竹
製
品
は
安
価
で
あ
り
、
そ
の
特

　
　

殊
性
か
ら
購
入
す
る
価
値
は
十
分
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
解
説
は
、
日
本
人
か
ら
の
視
点
で
は
な
く
、
西
洋
人
の
視
点
で
記
さ
れ
た
解
説
と

読
め
る
。
用
途
や
相
場
な
ど
に
も
触
れ
て
お
り
、
相
当
に
詳
し
い
者
の
解
説
に
な
る
だ
ろ

う
。
た
だ
奇
妙
な
こ
と
に
、
漆
器
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
つ
つ
も
、
写
真
の
な
か
で
は
さ

ほ
ど
漆
器
が
前
面
に
で
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
よ
っ
て
、
解
説
自
体
は
こ
の
店
舗
に
特

（図 1）キュリオ・ショップ

　　　『横浜写真アルバム』より

　　　横浜開港資料館所蔵

（図 2）キュリオ・ショップ

　　　『横浜写真アルバム』より

　　　神奈川県立歴史博物館所蔵

（図 3）絵葉書「横浜居留地」

　　　明治大学図書館所蔵　

　　　特別展図録『繭と鋼』より転載

　　　

化
し
た
内
容
で
は
な
く
、
当
時
の
美
術
品
、
し
か
も
海
外
か
ら
の
視
点
に
よ
る
感
想
が
多

分
に
反
映
さ
れ
た
内
容
だ
と
理
解
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
も
う
一
点
。
当
館
が
所
蔵
す
る
写
真
ア
ル
バ
ム
の
一
葉
（
図
2
）
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
撮
影
ス
タ
ジ
オ
内
に
場
所
を
移
し
て
撮
影
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
一
点
で
あ

る
。
こ
ち
ら
も
画
面
奥
に
小
ぶ
り
の
飾
り
棚
が
並
び
、
手
前
に
小
型
の
漆
工
品
ら
し
き
も

の
が
並
ぶ
。
家
屋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
御
簾
な
ど
、
先
の
写
真
に
は
写
っ
て
い
な
か
っ
た
商

品
も
加
わ
る
。
画
面
上
部
に
写
る
団
扇
、
扇
子
も
目
を
引
く
。
こ
ち
ら
の
写
真
の
方
が
商

品
に
偏
り
が
あ
り
、漆
器
商
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、こ
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、

「CURIO MERCHANT.

」
と
あ
る
。
日
本
人
の
ま
な
ざ
し
か
ら
す
れ
ば
、
漆
器
商
と
陶
磁
器

商
な
ど
の
区
別
は
容
易
く
、
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
海

外
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
同
一
で
「C

URI
O

」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
く
、
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

　

以
上
、
二
点
の
写
真
を
考
察
し
た
。
な
か
な
か
判
明
し
難
い
部
分
も
多
い
が
、
お
よ
そ
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こ
の
形
態
が
当
時
の
「CURIO 

SHOP

」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
点
、
資
料
を
加
え
た
い
。
横
浜
居
留
地
内
を
撮
影
し
た
絵
葉
書
（
図
3
）

で
あ
る
。
土
産
品
店
が
集
ま
る
通
り
を
写
し
た
写
真
に
は
、
「Fine Art]

「Art Curio

」

双
方
の
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
店
舗
内
の
写
真
ま
で
は
現
存
し
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
併
存
状
況
こ
そ
、
日
本
の
「
美
術
商
」
立
ち
上
が
り
の
上
で
重
要

な
状
況
で
あ
り
、
ま
た
美
術
を
売
買
す
る
店
舗
と
し
て
の
始
ま
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
横

浜
は
す
な
わ
ち
、
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
産
品
が
西
洋
人
にCURIO

な
い
し
はArt

と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
、
販
売
さ
れ
た
、
ひ
と
つ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
り
、
か
つ
「
美
術
」
を

販
売
開
始
し
た
地
点
で
も
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
二
、
相
場
―
―
整
備
さ
れ
る
市
場

　

次
に
、
文
献
史
料
か
ら
、
美
術
商
の
活
動
の
位
相
を
と
ら
え
て
み
た
い
。
こ
の
調
査
の

開
始
時
点
で
稿
者
の
興
味
の
焦
点
は
、
美
術
商
に
よ
る
作
品
の
価
値
付
け
、
評
価
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
だ
っ
た
。
個
別
の
事
象
、
状
況
が
想
定
さ
れ
る
が
、
大
き
く
言

え
ば
、
近
代
と
な
っ
て
お
よ
そ
今
日
に
つ
な
が
る
美
術
市
場
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
確
立
さ
れ

て
い
く
過
程
と
そ
し
て
そ
の
傾
向
と
美
術
史
的
価
値
の
連
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
と
ら
え

た
か
っ
た
。
本
調
査
研
究
を
開
始
し
た
当
時
、
よ
り
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

な
か
な
か
近
代
の
美
術
商
の
一
次
資
料
や
そ
れ
に
類
す
る
資
料
等
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
遺
憾
だ
っ
た
。
他
方
、
現
代
の
美
術
商
の
方
々
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
複

数
行
い
、
お
よ
そ
の
成
り
立
ち
を
類
推
す
る
か
た
ち
で
想
像
が
で
き
た
。
要
す
る
に
、
現

代
に
至
る
ま
で
の
市
場
の
形
成
と
成
立
を
考
え
る
と
、
や
は
り
近
代
に
お
け
る
そ
の
形
成

過
程
の
内
実
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
と
戦
後
で
大
き
な
断
絶
は
あ
る
も
の

の
、
い
わ
ゆ
る
円
を
主
体
と
し
た
経
済
圏
の
成
立
と
と
も
に
、
新
古
の
美
術
品
の
商
取
引

が
活
発
化
し
た
近
代
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
る
中
で
、

多
く
の
識
者
か
ら
も
期
待
を
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
仮
説
と
し
て
、
そ
の
商
取
引
、
市
場
が
立
ち
上
が
り
、
大
凡
の
相
場
が
徐
々
に
定

ま
っ
て
い
っ
た
時
期
が
近
代
だ
と
仮
定
し
よ
う
。
近
世
以
前
に
も
同
様
の
相
場
等
は
存
在

し
た
ろ
う
が
、
円
を
単
位
と
し
た
資
本
主
義
市
場
と
い
う
意
味
で
、
近
代
と
近
世
で
は
大

き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
ま
た
現
在
で
も
日
本
国
内
の
新
古
美
術
品
の
取
り
扱
い
の
主
軸
を

担
う
東
京
美
術
倶
楽
部
の
成
立
も
近
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
代
か
ら
現
在
ま
で
を
視
野

に
入
れ
、
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
理
解
し
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

そ
こ
で
具
体
的
に
、そ
の
市
場
形
成
過
程
の
一
端
を
示
す
史
料
群
を
対
象
と
し
て
、「
相
場
」

の
成
立
の
背
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
先
の
仮
説
を
証
明
し
た
い
。

　

こ
の
と
き
、
近
代
の
新
古
美
術
品
の
具
体
的
な
取
引
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
売
立
で

あ
る
。
現
在
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
そ
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
、
研
究
に
資

す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
作
品
の
移
動
の
詳
細
や
そ
の
折
の
取

引
価
格
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査
研
究
で
も
そ
の
知
見
を
大

き
く
活
用
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
異
な
る
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
の

売
り
立
て
に
か
か
る
「
金
額
」
そ
し
て
「
相
場
」
に
つ
い
て
迫
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
本

報
告
書
で
は
、
参
考
に
資
す
る
た
め
、
本
稿
に
関
連
す
る
部
位
、
主
に
い
わ
ゆ
る
近
代
の

美
術
品
の
売
買
取
引
に
か
か
る
部
分
を
抜
粋
し
、
本
書
後
半
部
に
掲
載
し
て
あ
る
。
そ
し

て
考
察
の
手
順
と
し
て
は
各
資
料
の
特
徴
を
分
析
し
、
美
術
市
場
の
動
向
、
価
格
決
定
の

過
程
を
類
推
し
て
い
く
。

　

ま
ず
基
礎
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
史
料
が
、『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
で
あ
る
。

表
紙
に
は
「
新
古
書
画
最
高
値
段
記
録
」
と
記
載
が
あ
る
が
、
本
文
中
は
「
古
今
書
画
最

高
値
段
記
録
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
を
書
名
と
し
て
扱
っ
て
い
く
。
本

書
発
行
に
か
か
る
奥
付
は
な
く
、
表
紙
か
ら
理
解
さ
れ
る
と
お
り
、
帝
国
絵
画
協
会
・
書

画
売
買
機
関
社
に
よ
る
発
行
で
、非
売
品
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
複
数
年
度
に
ま
た
が
っ

て
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
、
附
録
を
除
く
本
編
は
大
正
十
年
の
編
纂
、
附
録
が
同
十
四
年
の

編
纂
と
読
め
る
。
非
売
品
と
あ
っ
て
一
般
書
籍
の
よ
う
な
販
路
を
辿
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

業
界
人
を
通
じ
て
用
立
て
ら
れ
る
者
だ
け
が
使
用
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
架
蔵
本
に
は
残

念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
書
き
込
み
が
な
く
、
画
家
名
の
脇
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
が
引
か
れ
て
い

る
程
度
で
あ
る
。
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そ
の
内
容
は
、
巻
頭
に
あ
る
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
四
カ

年
の
売
立
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
、
大
正
五

年
か
ら
同
九
年
に
及
ぶ
売
立
て
結
果
の
総
覧
で
あ
る
。
画
家
ご
と
に
、
作
品
名
称
と
落
札

価
格
が
棒
目
録
と
な
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
そ
の
期
間
の
売
買
記
録
、
そ
し
て
目
立
っ
た
作

品
の
売
立
金
額
が
確
認
で
き
、
こ
こ
か
ら
「
相
場
」
を
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
狩
野
探
幽
の
あ
る
作
品
を
入
札
し
た
い
と
希
望
す
る
場
合
、
そ
の
過
去
の
記

録
か
ら
、
画
題
、
大
き
さ
、
描
き
込
み
の
疎
密
な
ど
を
勘
案
し
、
ま
た
そ
の
落
札
年
と
応

札
す
る
時
点
の
物
価
変
動
を
勘
案
し
な
が
ら
、
入
札
価
格
を
決
定
す
る
と
い
う
方
法
が
あ

る
と
、
本
書
で
は
説
い
て
い
る
。
闇
雲
に
価
格
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
お
よ
そ

の
商
取
引
の
件
数
が
重
ね
ら
れ
た
大
正
期
の
価
格
は
そ
の
ひ
と
つ
の
基
準
と
す
る
に
た
り

得
る
、
す
な
わ
ち
「
相
場
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て

近
代
そ
し
て
現
代
へ
と
連
な
る
美
術
市
場
の
成
立
を
大
正
年
間
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
論
と
し
て
考
え
て
み
て
も
、
明
治
後
半
に
よ
う
や
く
社
会
制
度
が
整
備
さ
れ
、
大
正

の
大
戦
景
気
に
よ
り
、
新
興
富
裕
層
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
美
術
市
場
は
活
発
化
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
な
る
。

　

本
書
は
価
格
推
定
の
「
虎
の
巻
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
目
さ
れ
、
管
見
の
限
り
類
書

は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
同
様
の
役
割
や
効
果
を
も
つ
書
籍
は
何
か
し
ら
存
在
し
た
だ
ろ

う
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
本
書
の
内
容
構
成
だ
が
、「
古
代
之
部
」
計
一
四
八
頁
、「
支

那
之
部
」
計
二
四
頁
、
「
現
代
之
部
」
計
二
三
頁
、
そ
し
て
巻
末
に
「
附
録
」
計
四
八
頁

の
大
き
く
四
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
頁
数
と
し
て
は
「
古
代
之
部
」
が
本
書
全
体
の
半

数
を
占
め
、
大
正
十
年
以
前
に
没
し
た
画
家
は
「
古
代
之
部
」
に
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

私
た
ち
が
一
般
的
に
近
代
の
画
家
だ
と
考
え
る
者
の
一
部
が
「
古
代
之
部
」
に
収
録
さ
れ

て
も
い
る
。
「
附
録
」
に
は
取
引
に
か
か
る
様
々
な
事
案
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

贋
作
の
作
り
方
、
見
分
け
方
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
読
む
だ
け
で
も
す
こ

ぶ
る
面
白
い
。
明
治
前
期
ま
で
の
廃
仏
毀
釈
に
伴
う
混
乱
あ
る
時
代
か
ら
整
備
さ
れ
、
商

取
引
の
市
場
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
起
こ
っ
た
事
件
事
故
が
い
く
つ
も
記
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
業
界
の
裏
話
が
著
さ
れ
て
い
る
。

　

非
売
品
と
さ
れ
て
い
た
『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
と
は
対
照
的
に
、
年
度
毎
の
売

買
記
録
を
ま
と
め
た
書
物
は
数
種
類
市
販
さ
れ
て
い
た
。
架
蔵
本
に
は
『
昭
和
三
年
度　

書
画
売
買
相
場
』
が
あ
る
。
編
集
者
吉
岡
班
嶺
、
発
行
は
中
央
美
術
倶
楽
部
、
小
林
正
雄
、

定
価
一
円
で
あ
る
。
本
書
冒
頭
の
「
は
し
が
き
」「
注
意
」
に
続
く
広
告
と
し
て
、『
古
今

書
画
最
高
値
段
記
録
』
が
掲
載
し
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
補
完
し
合
い
な
が
ら
入
札
の
便

と
さ
れ
た
い
、
と
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

　

順
だ
っ
て
述
べ
れ
ば
、
冒
頭
に
あ
る
刊
行
趣
旨
を
表
し
た
「
は
し
が
き
」
に
続
い
て
、

凡
例
と
考
え
ら
れ
る
「
注
意
」
が
あ
る
。
そ
の
「
注
意
」
を
つ
ぶ
さ
に
読
む
こ
と
で
、
本

書
の
内
容
を
知
り
、
使
用
方
法
が
明
確
に
な
る
。
本
書
は
昭
和
二
年
の
一
年
間
、
東
京
美

術
倶
楽
部
に
て
売
立
入
札
を
な
し
た
落
札
値
段
を
集
め
、
人
名
別
に
列
記
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
画
題
は
入
札
目
録
に
な
ら
い
、
図
は
「
墨
」
は
水
墨
画
、
「
淡
」
は
淡
彩
画
、

「
着
」
は
着
色
画
、「
極
」
は
極
彩
色
と
略
記
す
る
。
価
格
が
百
円
以
上
の
作
品
を
採
録
し
、

そ
れ
以
下
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
蔵
品
を
売
却
し
た
家
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、「
古
人
之
部
」
計
九
四
頁
、「
支
那
之
部
」
計
一
〇
頁
、「
現
代
之
部
」
計
九
頁
に
分

類
し
て
あ
る
。
昭
和
二
年
に
売
り
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
画
家
は
含
ま
れ
な
い
わ
け
だ
が
、

前
後
年
度
の
類
書
を
活
用
す
る
こ
と
で
そ
の
不
足
は
補
え
る
。

　

順
序
を
遡
り
、
冒
頭
に
あ
る
「
は
し
が
き
」
に
戻
ろ
う
。
そ
こ
に
は
本
書
刊
行
の
意
義

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
段
落
が
肝
で
あ
る
。
引
用
し
よ
う
。

　　
　

書
画
は
、
一
般
の
日
常
品
な
ど
の
如
く
一
定
し
た
相
場
が
な
い
、
欲
し
い
と
な
れ
ば

　
　

千
円
と
思
う
画
幅
へ
一
万
円
払
っ
て
買
取
る
人
も
あ
り
。
又
投
売
り
す
る
場
合
な
ど

　
　

に
は
、一
万
円
出
し
て
買
っ
た
品
を
千
円
で
引
取
る
人
も
な
い
と
云
う
様
な
こ
と
も
、

　
　

昔
日
は
往
々
あ
っ
た
の
で
す
。

　　

こ
の
文
句
は
、
そ
の
ま
ま
現
代
で
も
通
用
す
る
の
で
は
な
い
か
。
某
テ
レ
ビ
番
組
が
作

品
の
鑑
定
と
価
格
を
ネ
タ
に
し
て
、
い
ま
や
長
壽
番
組
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
書
画

ひ
い
て
は
美
術
品
は
、
値
段
が
あ
っ
て
な
き
が
ご
と
し
、
人
の
好
み
と
経
済
力
に
左
右
さ
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れ
て
値
段
が
決
定
さ
れ
る
、
と
い
う
状
況
は
今
も
昔
も
変
わ
り
な
く
、
ま
た
そ
の
悲
喜
交
々

は
強
い
興
味
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

　

続
く
段
落
で
は
、
近
来
、
東
京
美
術
倶
楽
部
を
始
め
と
し
て
売
り
立
て
が
活
発
に
な
り
、

そ
の
売
買
価
格
が
透
明
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
大
体
の
値
段
が
判
る
」
よ
う
に
な
っ
た

と
主
張
す
る
。
話
は
さ
ら
に
展
開
し
、
そ
の
大
体
の
値
段
を
基
本
と
し
て
諸
条
件
に
あ
わ

せ
て
入
札
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
標
準
相
場
」
が
成
立
す
る
の
だ
と
声
高
に
主
張
す
る
。

こ
こ
で
前
段
と
の
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
が
、
真
意
と
し
て
は
こ
ち
ら
に
あ
り
、
デ
ー
タ
の

蓄
積
に
よ
る
相
場
の
成
立
を
重
視
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
「
標
準
相

場
」
は
東
京
の
み
な
ら
ず
、
全
国
共
通
で
あ
る
と
説
き
、
画
商
の
み
な
ら
ず
一
般
鑑
賞
家

も
こ
の
標
準
相
場
を
基
礎
に
し
て
売
買
が
可
能
だ
と
説
く
。
こ
の
た
め
画
商
の
一
部
か
ら

は
嫌
が
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
も
記
し
て
あ
る
。
本
書
が
あ
れ
ば
す
べ
て
の
作
家
作
品
の
標
準

相
場
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
何
も
な
い
、
手
探
り
な
ま
ま
で
入
札
す
る
よ

り
も
、
十
二
分
な
情
報
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
古

く
は
東
京
と
地
方
で
若
干
相
場
は
異
な
っ
た
と
い
う
が
、
情
報
化
社
会
が
深
化
す
る
こ
と

で
、
現
在
で
は
さ
ら
に
東
京
相
場
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

さ
て
、『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
『
昭
和
三
年
度　

書
画
売
買
相
場
』
は
組
み
物
と

し
て
利
活
用
す
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
「
は
し
が
き
」
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
者
が
複

数
年
に
わ
た
る
画
家
の
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
の
に
対
し
て
、
稿
者
は
直
近
の

最
新
デ
ー
タ
の
提
供
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
よ
り

確
実
性
の
高
い
相
場
価
格
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
、
あ
る
い
は
作
家
の
相
対
的
な
位
置

や
価
値
を
検
討
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
。

　

具
体
的
に
、「
滝
和
亭
」
「
橋
本
雅
邦
」
で
実
践
し
て
み
よ
う
。
前
者
は
明
治
絵
画
の
い

わ
ゆ
る
旧
派
の
代
表
で
あ
り
、
後
者
は
新
派
の
代
表
と
い
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
、
相

場
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
本
書
を
使
用
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
で
き
る
。
ま

ず
、
滝
和
亭
を
『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
で
調
べ
て
み
る
と
、
二
頁
（
図
4
）
に
わ

た
り
、
入
札
額
が
判
明
す
る
。
す
べ
て
が
一
千
円
を
超
え
る
落
札
額
で
あ
り
、
幅
広
い
画

題
を
描
い
た
事
実
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
相
場
、
価
格
帯
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
昭
和
三

年
の
値
が
定
ま
っ
た
と
仮
定
さ
れ
る
。
す
る
と
、『
昭
和
三
年
度　

書
画
売
買
相
場
』
の

滝
和
亭
の
項
（
図
5
）
で
は
点
数
こ
そ
多
い
も
の
の
、
一
千
円
を
超
え
た
事
例
は
四
件
で

あ
る
。
他
方
、
橋
本
雅
邦
を
見
る
と
、
前
者
（
図
6
）
で
は
全
五
頁
に
わ
た
り
、
そ
の
高

額
取
引
の
様
相
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
後
者
（
図
7
）
で
も
、
一
千
円
を
超
え
た
事
例
が

二
十
六
件
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
と
も
に
第
一
次
大
戦
景
気
以
後
の
経
済
不

況
が
素
直
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
和
亭
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
雅
邦
の
人
気

は
高
止
ま
り
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
か
ら
は
継
続
的
な
比

較
検
討
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、お
お
よ
そ
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、

画
題
（
主
題
）、
大
き
さ
、
描
き
込
み
の
疎
密
、
素
材
が
お
お
よ
そ
の
値
段
を
決
定
し
て

い
く
こ
と
も
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
項
目
か
ら
判
明
す
る
。
す
る
と
、
美
術
品
の
価
格
、

値
段
と
は
社
会
経
済
に
連
動
し
変
動
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
裏
付
け
ら
れ
た
価
値
が
あ
れ

ば
、
一
定
以
上
の
上
下
ブ
レ
は
、
常
識
的
に
は
業
界
内
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
共

通
し
た
見
解
が
生
じ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
「
相
場
の
成
立
」
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。
個
々
と

し
て
の
美
術
商
が
単
独
で
作
り
だ
す
も
の
で
は
な
く
、そ
の
複
数
の
動
向
に
よ
り
生
ま
れ
、

こ
こ
に
お
い
て
、
商
取
引
を
実
践
し
た
美
術
商
の
確
か
な
痕
跡
、
そ
の
存
在
感
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
相
場
が
破
棄
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
が

そ
の
基
盤
か
ら
動
揺
す
る
と
き
、た
と
え
ば
戦
争
や
大
規
模
な
自
然
災
害
の
と
き
だ
ろ
う
。

ま
た
画
家
個
人
の
相
場
が
崩
れ
る
と
す
れ
ば
、
特
殊
な
事
態
だ
と
い
え
る
。

　

次
に
、
現
代
美
術
す
な
わ
ち
存
命
作
家
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
場
合
の
価
格
、
相
場

を
知
る
た
め
に
は
、過
去
の
入
札
結
果
の
把
握
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
、

多
く
の
取
引
が
為
さ
れ
な
い
限
り
は
、
相
場
、
価
格
帯
を
知
る
こ
と
が
難
し
い
。
『
古
今

書
画
最
高
値
段
記
録
』『
昭
和
三
年
度　

書
画
売
買
相
場
』
の
「
現
代
之
部
」
に
つ
い
て
は
、

全
頁
を
本
報
告
書
巻
末
の
資
料
紹
介
に
掲
載
し
た
の
で
、比
較
参
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
画
題
（
主
題
）
、
大
き
さ
、
描
き
込
み
の
疎
密
、
素
材
で
お
お
よ

そ
の
価
格
帯
が
決
ま
り
、
入
札
の
結
果
で
、
そ
の
最
終
的
な
価
格
が
決
定
さ
れ
る
わ
け
だ

が
、
現
代
美
術
の
場
合
、
そ
の
価
格
帯
決
定
の
指
標
と
な
る
点
数
が
確
保
さ
れ
る
場
合
が

少
な
い
。
ま
た
前
年
度
に
取
引
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
す
る
と
、
何
を
頼
り
に
す



――9――

上段：図 4

中段：図 5

下段：図 6
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上段：図 6

下段：図 7
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れ
ば
良
い
の
か
、
と
い
う
話
に
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
登
場
す
る
考
え
が
、
ネ
ー
ム
ヴ
ァ

リ
ュ
ー
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
便
利
な
の
が
、『
帝
国
新
書
画
名
鑑
』
『
帝
国
古
書
画
便
覧
』
に
な
る
。
そ
の

奥
付
を
見
る
と
、
前
者
は
昭
和
七
年
一
月
一
日
発
行
で
あ
り
、
後
者
は
同
年
四
月
一
日
発

行
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
装
丁
か
ら
考
え
る
に
、
類
書
で
あ
り
、
一
組
と
し
て
発
行
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
『
昭
和
三
年
度　

書
画

売
買
相
場
』
が
価
格
に
注
意
を
向
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
書
は
作
家
に
集
中
し
た
編
集

方
針
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
『
帝
国
新
書
画
名
鑑
』
を
論
じ
る
が
、
こ
ち
ら
は
い
わ
ば
名

簿
で
あ
り
、
番
付
の
機
能
も
有
し
て
お
り
、
そ
れ
が
氏
名
の
順
序
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

近
代
日
本
の
美
術
家
番
付
に
つ
い
て
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
数
多

く
公
開
さ
れ
て
い
る
。
番
付
紙
面
の
上
部
、
文
字
の
大
き
い
作
家
が
有
力
者
で
あ
り
、
次

第
に
下
段
に
、
文
字
も
小
さ
く
な
り
、
そ
の
作
家
の
価
値
評
価
が
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
で
理
解

で
き
る
摺
物
で
あ
る
。
『
帝
国
新
書
画
名
鑑
』
な
ど
で
も
、
そ
の
理
解
が
共
通
し
、
巻
頭

か
ら
順
に
、
ネ
ー
ム
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
の
あ
る
作
家
が
順
に
並
ん
で
い
る
。

 
 

巻
末
の
資
料
編
と
し
て
掲
載
し
た
図
版
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
各
人
の
住
所
、
年
齢
、

入
選
歴
や
受
賞
歴
、
画
系
や
得
意
な
主
題
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
こ
に
価
格
が
記
載
さ
れ
て

あ
る
。
価
格
の
詳
細
は
凡
例
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
価
格
は
尺
五
絹
本
の
潤
筆
料
を
標
準

と
せ
り
」
と
あ
る
。
単
純
に
算
定
す
る
た
め
の
、
ひ
と
つ
の
指
針
で
し
か
な
い
が
、
作
家

の
人
気
に
よ
り
お
お
よ
そ
の
価
格
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
価
格
決
定
は
本
書
刊

行
者
お
そ
ら
く
は
美
術
商
に
近
し
い
出
版
人
の
仕
事
だ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
一
定
の
基
準
で

作
家
た
ち
を
相
互
比
較
で
き
る
要
素
と
も
な
る
点
が
面
白
い
。
無
論
、
こ
の
価
格
は
推
定

さ
れ
た
ひ
と
つ
の
基
準
で
あ
り
、
様
々
な
要
素
に
よ
っ
て
指
標
価
格
は
変
動
す
る
わ
け
だ
。

そ
し
て
圧
倒
的
に
日
本
画
家
が
多
く
、
洋
画
家
は
岸
田
劉
生
の
み
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す

る
が
、
工
芸
家
、
彫
刻
家
に
は
そ
の
基
準
価
格
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点
も
特
徴
的
だ
。

　

加
え
て
、
本
書
の
興
味
深
い
点
を
記
し
て
お
け
ば
、
物
故
者
一
覧
や
鑑
定
者
一
覧
が
付

属
さ
れ
、
本
書
一
冊
で
い
わ
ゆ
る
近
代
の
画
家
た
ち
の
様
相
が
把
握
で
き
る
点
に
あ
る
。

ま
た
電
話
番
号
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
活
用
し
て
画
家
に
直
接
注
文
す
る
こ

と
も
可
能
だ
っ
た
。
本
書
と
あ
わ
せ
る
か
た
ち
で
発
行
さ
れ
た
『
帝
国
古
書
画
便
覧
』
は

よ
り
広
く
古
書
画
を
扱
う
総
合
便
覧
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
流
派
や
系
統
な
ど
の
系

図
も
記
さ
れ
て
い
る
。
専
門
画
家
の
一
覧
で
は
没
年
の
古
い
も
の
か
ら
記
さ
れ
、
直
近
の

昭
和
年
代
ま
で
継
続
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
採
集
さ
れ
て
い
る
情
報
は
「
別

号
」「
流
派
」「
長
所
」
「
享
年
」「
没
年
」「
年
代
」
「
価
格
」
で
あ
る
。
本
書
緒
言
な
ど
に

は
こ
の
「
価
格
」
が
何
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
『
帝
国
新
書
画
名
鑑
』
か
ら
類

推
し
て
、
同
様
に
尺
五
の
潤
筆
料
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。　

　

以
上
の
よ
う
な
出
版
物
に
よ
る
整
備
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
活
発
な
商
取
引
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。
市い

ち

や
競せ

り

へ
の
入
札
参
加
資
格
を
も
つ
者
す
な
わ
ち
美
術
商
の
存
在
が

こ
の
よ
う
な
資
料
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
わ
け
だ
。
本
資
料
か
ら
は
、
入
札
に
よ
っ
て
一
般

の
個
人
が
美
術
商
を
通
じ
て
、
作
品
の
売
買
へ
参
加
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
美
術

商
が
そ
の
仲
介
者
で
あ
り
、
顧
客
以
上
に
金
額
に
精
通
し
、
そ
の
上
げ
下
げ
を
操
作
す
る

立
場
に
あ
る
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
見
た
と
お
り
、
お
お
よ
そ
の
相
場
が
成

立
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど
の
要
件
が
な
い
限
り
、
個
人
で
も
作
家
と
直
接
的
に
商
取
引
が
可
能

に
も
な
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
点
の
考
察
を
深
め
た
い
。

そ
の
三
、
販
売
店
舗
の
有
無

　

前
節
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
お
よ
そ
大
正
年
間
ま
で
に
い
わ
ゆ
る
美
術
市
場
が
成
立
し
、

一
定
の
史
的
蓄
積
を
所
持
し
相
場
を
得
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
節
で
細

か
く
検
証
で
き
た
事
例
は
「
絵
画
」
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
彫
刻
と
工
芸

は
単
価
な
ど
も
示
さ
れ
ず
、
そ
の
活
発
さ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
絵
画
と

彫
刻
工
芸
の
販
売
の
具
体
相
が
異
な
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　

本
調
査
研
究
で
は
、
近
代
輸
出
漆
器
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
本
報
告
書
の
冒
頭
に
あ

る
概
要
報
告
で
も
記
し
た
。
工
芸
品
は
明
治
政
府
が
万
国
博
覧
会
で
日
本
の
美
術
を
発
信

す
る
際
に
、
極
め
て
重
要
な
産
品
と
位
置
付
け
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
漆
器
の
生
産

は
後
押
し
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
局
面
に
お
い
て
は
、
工
芸
は
絵
画
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
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た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
が
い
つ
逆
転
し
た
の
か
、
と
い
う
と
、
ひ
と
つ
は

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
終
焉
を
契
機
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
明
治

二
十
六
年
シ
カ
ゴ
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
で
そ
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
、
明
治
三
十
三
年

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
も
顕
著
と
な
っ
た
日
本
趣
味
の
い
わ
ゆ
る
飽
和
そ
し
て
衰
退
現
象

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
単
純
な
日
本
イ
メ
ー
ジ
に
連
な
る
工
芸
品
や
絵
画
作
品
な
ど
は
政
府

の
後
押
し
を
う
け
づ
ら
く
な
り
、
個
別
の
改
良
に
焦
点
が
移
り
始
め
て
い
っ
た
。
国
外
向

け
の
漆
器
の
粗
製
濫
造
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
国
内
生
産
で
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
視
点
を
変
更
し
、
漆
器
の
販
売
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。
漆
器
は
、

周
知
の
通
り
、
基
本
は
共
同
制
作
に
な
る
。
木
地
師
、
塗
師
が
基
本
で
、
そ
の
後
さ
ら
に

加
飾
（
蒔
絵
、
沈
金
、
芝
山
細
工
な
ど
）
が
加
わ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る

の
が
「
問
屋
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
作
家
名
と
い
う
よ
り
も
問
屋
名
、
工
房
名
が
重
視
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
屋
や
工
房
が
、
販
売
の
主
体
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、

実
際
に
作
品
、
モ
ノ
が
列
ぶ
実
店
舗
を
有
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

傾
向
は
陶
磁
器
や
そ
の
他
工
芸
品
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
「
美
術
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
工
芸
が
そ
う
意
図
し
て
発
信
す
る
よ
う

に
な
る
の
は
近
代
以
後
、
さ
ら
に
狭
義
で
限
定
す
れ
ば
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
「
美

術
工
芸
」
が
日
展
第
四
部
と
し
て
加
わ
っ
て
以
後
と
な
る
。
そ
し
て
今
も
っ
て
そ
の
「
出

口
」
に
苦
慮
す
る
と
産
地
で
は
聞
く
。
つ
ま
り
販
売
先
が
な
く
、
流
通
に
の
ら
な
い
の
で

あ
る
。
問
屋
自
体
が
販
売
店
舗
を
構
え
る
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
産
地
の
中
で
あ
る
場
合

は
自
然
に
考
え
ら
れ
て
も
、
他
方
、
都
市
圏
へ
の
新
出
は
困
難
だ
と
聞
く
。
あ
る
い
は
問

屋
が
代
表
し
て
、
ホ
テ
ル
業
界
や
飲
食
業
界
な
ど
、
個
別
に
営
業
を
か
け
て
顧
客
を
確
保

す
る
生
産
販
売
す
る
型
も
顕
著
で
あ
り
、
有
効
な
取
引
手
段
だ
と
い
う
。
そ
の
体
制
が
戦

後
に
も
大
き
く
変
化
し
百
貨
店
な
ど
を
ひ
と
つ
の
売
却
先
、
出
口
と
し
て
機
能
し
て
い
た

時
代
も
長
か
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
工
芸
作
家
、
工
房
は
そ
の
販
売
に
苦
慮
し
続
け
て

い
る
。
近
年
で
は
中
川
政
七
商
店
の
よ
う
に
、
旗
艦
店
に
預
け
販
売
す
る
商
機
を
小
規
模

工
房
も
持
ち
得
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
都
市
型
の
成
功
例
で
あ
る
。

　

実
作
品
を
売
買
す
る
店
舗
を
も
つ
、
こ
の
事
実
を
試
験
的
に
考
察
し
て
い
こ
う
。
い
ま

指
摘
し
た
と
お
り
、
近
代
そ
し
て
戦
後
と
現
代
に
至
る
ま
で
、
陶
芸
や
漆
工
の
場
合
は
、

実
店
舗
を
も
つ
場
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
店
舗
が
小
規
模
だ
っ
た
場
合
に
は

問
屋
な
ど
を
介
し
て
直
接
売
買
す
る
取
引
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
百
貨
店
な
ど

で
売
買
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
絵
画
と
比
較
し
て
、
実
作
品

を
売
る
場
は
よ
り
多
く
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
絵
画
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
作
家
個
人
で
販
売
店
舗
を
設
け
て
い
た
事

例
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
例
外
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
竹
久
夢
二

の
経
営
に
な
る
「
港
屋
絵
草
紙
店
」
が
代
表
的
な
事
例
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、

近
世
の
絵
草
紙
屋
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る
い
わ
ゆ
る
版
画
等
を
主
要
商
品
と
し
て
い
た

だ
ろ
う
し
、
日
本
画
洋
画
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
本
画
が
主
力
商
品
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
こ
の
事
例
の
延
長
線
上
で
い
え
ば
、
新
版
画
を
主
と
す
る
版
画
類
は
、
た
と
え
ば

渡
邊
木
版
美
術
画
舗
の
よ
う
に
、
実
店
舗
を
も
っ
て
販
売
を
続
け
た
事
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
創
作
版
画
の
場
合
は
、
同
人
誌
販
売
と
い
う
手
法
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
比
較
例
を
考
え
る
と
、
日
本
画
洋
画
の
新
作
販
売
は
、
ほ
ぼ
店
舗
販
売
と
い
う

事
例
は
確
認
し
得
な
い
。
他
方
、
近
代
に
お
い
て
は
デ
パ
ー
ト
、
百
貨
店
の
存
在
が
重
要

だ
っ
た
。
特
に
絵
画
の
場
合
、
百
貨
店
美
術
部
が
主
催
者
と
な
り
、
画
会
を
組
織
し
、
新

作
絵
画
の
出
品
販
売
を
担
っ
た
事
例
が
近
代
で
は
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
彫
刻
工
芸
に
つ

い
て
、
デ
パ
ー
ト
売
り
が
活
発
だ
っ
た
の
か
と
い
う
研
究
は
途
上
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら

比
較
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
た
だ
、
い
わ
ゆ
る
美
術
工
芸
と
日
常
使
い
の
工
芸
と
で

大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
い
わ
ゆ
る
日
用
品
は
雑
器
の
コ
ー

ナ
ー
で
販
売
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
美
術
工
芸
」
は
絵
画
同
様
の
デ
パ
ー
ト
内
画
廊
（
美

術
部
）
経
由
で
販
売
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
新
作
販
売
に
お
け
る
お
よ
そ
の
相
場
、
価
格
帯
を
知
る
た
め
に
は
、
過

去
の
入
札
も
当
然
重
要
だ
が
、
直
近
の
画
家
の
評
価
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
が
、
名
簿
類
で
あ
る
。
本
稿
で
具
体
例
と
し
て
挙

げ
る
の
が
、『
昭
和
五
年
度
改
正　

現
代
画
家
番
付
』
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
昭
和
五
年
度
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時
点
で
、
現
役
作
家
を
ま
と
め
た
一
冊
に
な
る
。
日
本
画
、
洋
画
と
い
う
い
わ
ゆ
る
画
家

に
終
わ
ら
ず
、
彫
刻
、
工
芸
の
作
家
た
ち
も
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
番
付
と

い
う
署
名
で
は
あ
る
が
冊
子
体
で
あ
り
、
金
額
に
関
わ
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
が
、

ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
は
何
に
供
さ
れ
た
の
か
。
番
付
と
い
う
一
枚
摺
の

情
報
量
で
は
記
載
し
き
れ
な
い
、
経
歴
や
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
住
所
を
頼
り
に
、
た
と
え
ば
画
の
注
文
が
入
る
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
新
進
画

家
と
し
て
売
り
出
し
中
で
あ
れ
ば
、
自
ら
こ
の
番
付
を
も
っ
て
顧
客
な
ど
へ
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
、
近
代
に
お
い
て
は
各
作
家
に
直
接
注

文
す
る
こ
と
が
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
美
術
商
の
諸
相
を
論
じ
る
た
め
、
各
種
の
文
献
資
料

を
用
い
た
。
美
術
史
に
と
っ
て
美
術
商
は
い
わ
ば
裏
方
の
存
在
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
歴
史

の
表
に
そ
の
名
が
登
場
し
残
る
の
は
、
作
家
や
作
品
で
あ
り
、
あ
る
い
は
著
名
な
蒐
集
家

で
あ
る
。
そ
の
価
格
や
そ
の
仲
介
を
果
た
し
た
美
術
商
は
歴
史
の
裏
側
に
隠
れ
て
し
ま
う
。

否
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
社
会
の
表
層
に
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
馴
染
ま
ず
、
近
代
そ
し
て
現

在
ま
で
同
様
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
改
め
て
考
え
直
し
た
と
き
、
個
別
の
美
術

商
の
動
き
を
追
い
か
け
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
大
き
な
動
態
、
存
在
感
を
と
ら
ま
え
る
方

法
論
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
至
っ
た
。
そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
、
本

稿
で
言
及
し
た
史
料
類
に
な
る
が
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
は
あ
る
種
淘
汰
さ
れ
た
情

報
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
美
術
商
」
と
い
う
存
在
感
を

浮
き
彫
り
に
で
き
た
と
思
う
。
個
別
の
商
店
商
社
を
対
象
に
せ
ず
、
お
お
ま
か
な
相
場
の

成
立
と
い
う
観
点
で
本
稿
は
論
じ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
個
別
的
に
、
厳
密
に
、
そ
の
活
動

が
史
的
価
値
と
ど
う
連
動
す
る
の
か
は
、
ま
た
別
角
度
か
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
。
本
調
査
研
究
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
美
術
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
あ

る
「
絵
画
」
と
「
彫
刻
」「
工
芸
」
と
の
絶
対
的
な
差
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
先
に
「
美

術
」
と
「
工
芸
」
が
対
立
的
に
語
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
が
、本
稿
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、「
美

術
」
と
括
ら
れ
た
市
場
の
多
く
が
絵
画
だ
と
い
え
る
。
古
美
術
の
中
で
言
え
ば
、
い
わ
ゆ

る
茶
道
具
と
し
て
の
工
芸
全
般
の
存
在
感
は
確
か
な
も
の
の
、
し
か
し
そ
れ
ら
が
近
代
の

工
芸
と
直
結
し
て
市
場
が
成
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
概
観
し
て
、
新
古
の
絵
画
に

こ
そ
「
相
場
」
が
成
立
し
、
華
々
し
く
入
札
す
な
わ
ち
商
取
引
が
確
認
で
き
る
と
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
新
た
に
属
す
る
現
代
画
家
た
ち
は
店
舗
を
持
ち
得
ず
、
画
商

や
百
貨
店
美
術
部
な
ど
が
仲
立
ち
し
た
取
引
が
一
般
的
だ
っ
た
。
ど
こ
か
し
ら
の
店
舗
に

赴
い
て
、
作
品
を
検
討
し
て
購
入
で
き
る
と
い
う
商
取
引
が
通
例
で
は
な
か
っ
た
。
画
商

等
に
よ
る
持
ち
込
み
、
百
貨
店
や
画
廊
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
、
個
展
な
ど
、
様
々
な
形
態

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
絵
画
に
お
い
て
は
、
作
家
独
自
が
店
舗
を
設
け
て
販
売
す
る
形
態
は

ほ
ぼ
無
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
他
方
、
工
芸
で
は
店
舗
を
設
け
て
い
る
場
合
が
多
く
、

む
し
ろ
、
美
術
商
も
と
い
商
店
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
古
道
具
は
道
具
屋
で
、
新
作
は

店
頭
で
販
売
す
る
形
態
を
持
ち
得
た
と
い
え
る
。

　

「
美
術
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
、「
絵
画
」
と
「
工
芸
」
の
こ
の
違
い
は
ど
う

理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
。
圧
倒
的
に
絵
画
偏
重
で
「
美
術
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
近
代
で

成
立
し
、
現
在
で
も
同
様
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
工
芸
の
重
要
性
は
こ
こ
で
繰
り
返

す
ま
で
も
な
く
、
本
調
査
研
究
で
は
近
代
の
漆
器
に
つ
い
て
、
そ
れ
こ
そ
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
逆
説
的
に
な
る
が
、
本
論
で
論
じ
た
通
り
、
大
正
期
に
「
相
場
」
が
成

立
し
た
よ
う
に
、
新
古
の
絵
画
の
華
々
し
い
取
引
が
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
内
部
の
偏
向
に
、
余

計
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
当
時
の
新
し
い
工
芸
は
横
浜
な
ど
の

一
部
の
美
術
商
は
扱
っ
た
が
、
し
か
し
多
く
の
「
美
術
商
」
が
扱
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

ま
た
そ
の
差
異
を
助
長
し
た
の
で
は
な
い
か
。
作
品
の
売
買
と
い
う
行
為
の
差
異
も
ま
た
、

「
美
術
」の
な
か
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
、そ
も
そ
も
の
参
与
を
操
作
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

論
を
締
め
る
で
は
な
く
、
ま
た
多
く
の
問
い
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
こ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
の
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
本
調
査
研
究
で
そ
の
回
答

に
ま
で
着
地
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
カ
年
の
調
査
研
究
で
は

辿
り
着
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
次
な
る
機
会
に
挑
戦
し
た
い
。
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近
代
の
横
浜
に
み
る
「
産
地
」
の
形
成

　

鈴
木　

愛
乃

は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、
近
代
に
お
け
る
美
術
商
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
そ
の
一
環
で
、
近
代
の
工
芸
に
お
け
る
制
作
と
販
売
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

現
在
全
国
各
地
で
制
作
さ
れ
て
い
る
工
芸
品
の
販
売
実
態
を
調
査
し
て
き
た
。
し
か
し
前

論
考
で
角
田
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
画
に
お
け
る
「
美
術
商
」
の
あ
り
方
を
工
芸
の

販
売
か
ら
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
工
芸
分
野
に
お
い
て
は
制
作
か
ら
販

売
ま
で
の
過
程
は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
多
様
さ
も
ま
た
、
他
の
美
術
品
と
は
異
な
る
点
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
訪
れ
た
各
地
で
共
通
し
て
実
感
で
き
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
は
制
作
か
ら
販
売
に
携
わ
る
人
々
が
集
っ
て
「
産
地
」
を
形
成
し
、
活
動
の
基
盤
と

す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
「
産
地
」
が
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
ド
や
独
自
性
が
、
そ
れ
を
遵
守

す
る
に
せ
よ
、
反
発
し
逸
脱
を
図
る
に
せ
よ
、
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

工
芸
品
の
制
作
・
販
売
者
が
産
地
に
帰
属
す
る
意
識
は
、
近
代
以
前
か
ら
も
工
芸
制
作

の
根
底
に
あ
っ
た
。
鍋
島
焼
の
よ
う
に
、
近
世
の
幕
藩
体
制
下
で
は
、
厳
し
く
技
術
流
出

を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
例
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
に
な
る
と
藩
の
統
制
か
ら
解
放
さ
れ
、

交
通
網
の
発
達
に
よ
り
モ
ノ
や
人
の
動
き
が
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
た
。
加
え
て
外
国
か
ら

の
需
要
が
増
加
し
、
各
産
地
が
輸
出
品
制
作
に
一
斉
に
注
力
す
る
と
、
同
じ
地
平
で
新
た

な
顧
客
を
獲
得
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
制
作
・
販
売
の
拠
点

と
な
っ
た
地
域
と
、
そ
こ
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
技
法
・
意
匠
が
持
つ
固
有
の
特
徴
は
、
よ

り
一
層
工
芸
に
関
わ
る
人
々
に
強
く
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
地
域
に
お
い
て
程

度
の
差
は
あ
る
が
、
地
名
を
冠
し
て
流
通
す
る
工
芸
品
は
、
他
地
域
と
異
な
る
材
料
、
技

法
、
意
匠
を
特
徴
と
し
て
押
し
出
し
、
消
費
者
に
訴
求
す
る
。
地
域
に
基
づ
く
独
自
性
を

主
張
す
る
傾
向
は
、
工
芸
品
が
絵
画
や
彫
刻
な
ど
と
大
き
く
異
な
る
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
横
浜
の
漆
器
商
と
そ
の
周
辺
の
活
動
を
追
い
、
工
芸
品
の
制
作
が
行

わ
れ
て
い
く
に
従
っ
て
産
地
と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
検
討
し
た
い
。
横
浜
は
近
世
に
は

大
規
模
な
漆
器
制
作
の
伝
統
は
な
く
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
制
作
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
他

の
産
地
と
比
べ
て
特
異
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
近
代
に
お
け
る
新
た
な
産
地
の
形
成
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
は
格
好
の
例
と
い
え
る
。
横
浜
に
人
々
が
集
い
、
産
地
と
な
る
過
程
に

つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
横
浜
に
お
け
る
工
芸
の
特
徴
を
確
認
す
る
。

横
浜
に
お
け
る
漆
器
商
、
職
人
の
増
加

　

工
芸
品
を
制
作
す
る
地
域
が
産
地
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
は
、
制
作
・
販
売
に
携
わ
る

人
々
が
地
域
に
定
着
し
、
生
産
量
や
生
産
額
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
近
代
工

芸
の
制
作
・
販
売
活
動
が
活
発
だ
っ
た
地
域
の
多
く
は
、
材
料
が
近
隣
に
産
出
し
、
近
世

以
前
か
ら
工
芸
が
重
要
な
産
業
と
し
て
根
付
い
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
横
浜
は
材
料
に
乏
し

く
、
豊
富
な
人
材
や
大
規
模
な
生
産
を
行
う
体
制
も
揃
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
安

政
六
年（
一
八
五
九
）
の
開
港
に
と
も
な
い
、貿
易
港
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
い
く
中
で
、

各
地
の
工
芸
品
を
扱
う
商
店
が
次
々
に
出
店
し
た
。
輸
出
に
対
す
る
地
の
利
か
ら
、
当
地

で
制
作
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

横
浜
に
最
初
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
近
世
以
前
か
ら
の
漆
器
生
産
地
で
工
芸
品
を
扱
っ

て
い
た
商
店
で
あ
っ
た
。
駿
河
の
商
人
は
安
政
五
年
、
横
浜
へ
出
店
し
外
国
向
け
に
商
売

す
る
こ
と
を
出
願
す
る
。
そ
の
結
果
、
安
政
六
年
に
現
在
の
本
町
二
丁
目
に
あ
た
る
一
区

画
を
借
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
漆
器
商
や
生
糸
や
茶
を
扱
う
商
店
が
出
店
し
た

（
（
（

。
隣
の
区

画
に
は
江
戸
の
漆
器
商
も
出
店
し
て
お
り
、
周
辺
に
は
幕
府
の
主
導
に
よ
り
二
〇
軒
以
上

の
漆
器
商
が
店
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
へ
の
漆
器
販
売
は
開
港
前
か
ら
期

待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。

　

明
治
末
に
横
浜
で
活
躍
し
て
い
た
人
々
の
履
歴
が
書
か
れ
た
『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
を

み
る
と
、
横
浜
に
漆
器
商
が
開
業
す
る
際
の
様
々
な
経
緯
を
確
認
で
き
る

（
（
（

。
産
地
か
ら
出

店
し
た
例
と
し
て
、
本
町
一
丁
目
に
店
舗
が
あ
っ
た
漆
器
売
込
商
・
砂
張
屋
の
今
村
直
之

助
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
と
は
静
岡
の
漆
器
商
で
あ
っ
た
が
、
新
開
地
へ
の
期
待
か
ら
明
治
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十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
横
浜
に
開
業
し
、
国
内
各
地
の
漆
器
を
販
売
し
た
ほ
か
、
舶
来

品
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
矢
入
屋
漆
器
店
の
横
山
孝
次
郎
も
静
岡
の
漆
器
商
・

矢
入
商
店
で
経
験
を
積
み
、
明
治
十
三
年
に
横
浜
に
矢
入
支
店
を
開
業
し
た
。

　

別
の
商
売
か
ら
漆
器
商
に
転
換
し
た
例
も
あ
る
。
住
吉
町
二
丁
目
の
漆
器
貿
易
商
・
小

川
泰
助
は
静
岡
で
製
茶
売
込
商
を
し
て
お
り
、
明
治
十
三
年
に
横
浜
に
出
店
す
る
。
し
か

し
明
治
十
五
年
に
な
る
と
漆
器
貿
易
業
を
兼
業
し
、
明
治
二
十
三
年
に
は
本
業
を
や
め
て

漆
器
専
門
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
住
吉
町
二
丁
目
の
漆
器
売
込
商
・
藤
井
彦
兵

衛
は
千
葉
県
長
生
郡
出
身
で
、
開
港
直
後
の
萬
延
元
年
（
一
八
七
〇
）
頃
に
横
浜
に
来
て

綿
布
の
貿
易
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
弁
天
通
り
に
あ
っ
た
藤
井
商
店
に
入
っ
て
店
を
継

ぎ
、
徐
々
に
漆
器
の
輸
出
を
始
め
、
特
に
人
力
車
の
輸
出
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
他
分
野
の
商
店
が
漆
器
業
へ
も
参
入
し
、
専
業
と
す
る
こ
と

も
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
各
地
の
文
物
が
集
積
す
る
貿
易
港
と
い
う
立
地
と
、
古
く
か
ら
の

漆
器
産
地
で
は
な
い
た
め
制
約
が
少
な
く
、
比
較
的
自
由
に
活
動
が
行
え
た
か
ら
こ
そ
可

能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

い
っ
ぽ
う
和
洋
紙
卸
小
売
商
・
青
木
勝
次
郎
は
、
明
治
元
年
に
居
留
地
の
商
館
に
勤
め

て
い
た
が
、
明
治
四
年
に
独
立
し
て
弁
天
通
り
に
漆
器
商
を
開
く
も
失
敗
し
、
後
に
和
洋

紙
類
の
発
売
を
行
っ
て
成
功
を
収
め
た
と
い
う

（
（
（

。
当
時
の
人
名
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
漆

器
商
の
欄
を
時
系
列
で
追
う
と
、
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
商
店
が
頻
繁
に
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
規
参
入
、
別
事
業
へ
の
転
換
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
雑
貨
商
」

「
美
術
商
」
と
称
す
る
商
店
が
他
分
野
と
と
と
も
に
漆
器
を
制
作
・
販
売
す
る
例
も
一
般

的
に
み
ら
れ
る
。
販
売
の
仕
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
需
要
の
増
加
に
伴
っ
て
徐
々
に
漆
器

に
関
わ
る
商
人
が
増
え
、
横
浜
に
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
明
治
十
四
年
発
行
の
『
横
浜
商
人
録
』
に
は
、
漆
器
を
扱
っ
て
い
た
「
塗
物
商
」

が
五
九
件
、
漆
塗
り
を
手
掛
け
る
「
塗
師
商
」
が
一
三
件

（
（
（

、
「
蒔
絵
商
」
が
三
件
記
載
さ

れ
て
い
る

（
（
（

。
明
治
二
十
三
年
に
は
、
横
浜
市
と
久
良
岐
橘
樹
両
郡
の
漆
器
制
作
に
関
わ
る

営
業
者
に
よ
っ
て
横
浜
漆
器
職
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
二
十
八
年
の
商
工
局
調
査

に
よ
る
と
、
設
立
に
際
し
て
は
「
従
来
ノ
弊
習
ヲ
除
却
シ
粗
造
ヲ
矯
メ
精
巧
ヲ
旨
ト
ス
ル

ヲ
目
的
」
と
し
て
い
た
と
い
う

（
（
（

。
明
治
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
海
外
に
お
け
る
日
本
の

工
芸
品
需
要
が
落
ち
着
き
、
外
国
向
け
漆
器
が
需
要
に
応
え
る
た
め
粗
製
乱
造
に
傾
い
た

点
も
問
題
に
な
っ
て
輸
出
不
振
と
な
る

（
（
（

。
輸
出
の
落
ち
込
み
に
よ
る
危
機
的
状
況
へ
一
丸

と
な
っ
て
対
応
す
る
た
め
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
団
体
と
し
て
お
互
い
に
引
き
締

め
を
図
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
、
漆
器
産
業
に
関
わ
る
人
々
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
明
治
三
十
二
年
に
は
横
浜
漆
器
商
同
業
組
合
も
設
立
さ
れ
、
七
二
名
が
在
籍
し

て
い
た

（
（
（

。

　

漆
器
商
が
次
々
と
出
店
し
た
の
に
伴
い
、
制
作
も
徐
々
に
始
ま
っ
た
。
前
述
し
た
明
治

二
十
八
年
の
商
工
局
調
査
に
は
、「
橫
浜
開
港
以
来
東
京
及
会
津
地
方
ヨ
リ
横
浜
市
ニ
来

住
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
外
商
ノ
注
文
ニ
応
ジ
テ
静
岡
其
他
各
地
方
産
出
ノ
漆
器
ヲ
模
製
ス

ル
」
と
書
か
れ
て
い
る

（
（
（

。
職
人
が
外
部
か
ら
移
住
し
横
浜
に
根
付
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
横
浜
は
も
と
も
と
漆
器
の
産
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
特
徴
的
な
技
術
や
意

匠
を
持
た
ず
、
ま
ず
は
各
地
の
漆
器
の
模
倣
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
次
の

話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
明
治
十
二
、十
三
年
の
頃
、
ド
イ
ツ
商
人
・
ウ
イ
レ
ケ
レ
ル
（
ウ
ィ

ン
ク
レ
ル
商
会
か
）
が
、
輸
出
向
け
に
作
ら
れ
た
漆
器
の
粗
製
乱
造
を
憂
慮
し
、
静
岡
、

会
津
、
東
京
の
職
人
を
集
め
て
素
地
の
乾
燥
器
を
備
え
付
け
た
製
造
所
を
設
立
し
た
が
、

収
支
が
赤
字
と
な
り
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
製
造
所
の
管
理
人
が
独
立
し
て
自
ら
製
造
所

を
設
け
、
漆
器
の
需
要
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
明
治
十
五
、
十
六
年
に
は
盛
況
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
静
岡
、
会
津
、
東
京
の
職
人
が
集
ま
り
、
横
浜
の
地
物
漆
器
を
制
作
し
た
と
い

う
（
（1
（

。
細
部
ま
で
事
実
か
は
不
明
だ
が
、
前
後
の
漆
器
関
係
の
動
向
か
ら
類
推
し
て
も
十
分

に
有
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
前
半
に
は
横
浜
に
漆
器
制
作
者
が
集

ま
り
、
横
浜
の
地
物
と
し
て
の
漆
器
が
制
作
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

明
治
三
十
一
年
の
神
奈
川
県
に
よ
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
横
浜
市
に
お
け
る
漆
器

製
造
戸
数
は
二
七
〇
戸
、
職
人
は
八
二
五
名
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
神
奈
川
県
に
は
小
田
原
や
箱
根
、

鎌
倉
な
ど
、
漆
器
で
知
ら
れ
る
地
域
は
他
に
も
あ
る
。
し
か
し
横
浜
を
除
い
た
漆
器
製
造

戸
数
を
合
計
す
る
と
一
七
九
戸
、
職
人
は
六
七
〇
名
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
こ
の
頃
に
は

県
内
で
最
も
漆
器
制
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
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商
工
省
商
務
局
貿
易
課
編
『
輸
出
漆
器
ニ
関
ス
ル
調
査
』、
商
工
省
商
務
局
貿
易
課
、
昭
和
二
年
、
二
八
頁

　

職
人
に
よ
る
組
合
も
次
々
と
組
織
さ
れ
た
。
明
治
三
十
一
年
に
漆
器
の
器
胎
を
制
作
す

る
職
人
を
集
め
た
横
浜
輸
出
漆
器
榡
師
同
業
組
合
が
、
明
治
三
十
二
年
に
は
横
浜
輸
出
漆

器
塗
師
同
業
組
合
、
横
浜
輸
出
漆
器
蒔
絵
師
同
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た

（
（1
（

。
明
治
三
十
二
年

の
統
計
を
み
る
と
、
榡
師
同
業
組
合
は
五
〇
名
、
塗
師
同
業
組
合
は
一
〇
〇
名
、
蒔
絵
師

同
業
組
合
は
六
三
名
の
組
合
員
が
い
た
と
い
う ((1

(

。
商
人
だ
け
で
な
く
、
各
工
程
の
職
人
に

関
し
て
も
同
様
に
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
職
人
が
お
り
、
漆
器
の

制
作
を
安
定
的
に
行
え
る
基
盤
が
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
み
る
と
、
商
人
が
先
に
商
い
を
始
め
、
そ
の
後
職
人
が
制
作
を
始
め

め
る
こ
と
で
産
地
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
横
浜
の
漆
器
生
産
に
お
い

て
は
漆
器
商
、
販
売
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
全
国
の
工

芸
産
地
を
回
る
中
で
、
材
料
や
職
人
が
豊
富
に
あ
っ
て
商
品
を
制
作
し
て
も
、商
品
の
「
出

口
」
、
つ
ま
り
顧
客
に
つ
な
が
る
販
売
先
が
な
け
れ
ば
利
益
が
出
な
い
と
い
う
声
を
様
々

な
製
造
者
か
ら
聞
い
た
。
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
な
く
制
作
し
た
も
の
を
確
実
に
売
る
た
め

に
は
、
販
売
を
行
う
出
口
と
し
て
の
商
人
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
横
浜
の
よ
う

に
材
料
、
人
材
の
な
か
っ
た
土
地
で
あ
っ
て
も
、
工
芸
品
を
販
売
す
る
環
境
は
開
港
前
か

ら
整
え
ら
れ
て
い
た
。
商
人
を
通
じ
て
売
れ
る
見
込
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
技
術
を
持
っ

た
職
人
が
集
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
漆
器
産
地
と
し
て
の
横
浜
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

横
浜
の
漆
器
制
作

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
、
横
浜
の
漆
器
の
制
作
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
制
作
に
関
わ
る

職
人
と
工
程
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
の
『
輸
出
漆
器
ニ
関
ス
ル
調
査
』
に
掲
載
さ
れ
た

右
図
が
わ
か
り
や
す
い
。
ま
ず
、
様
々
な
地
域
か
ら
漆
や
木
材
等
の
材
料
が
運
ば
れ
る
。

横
浜
は
工
芸
の
材
料
が
豊
富
に
産
出
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
国
内
有
数
の
港
で
あ
り
各
国

の
文
物
が
集
ま
る
た
め
、
材
料
の
確
保
は
容
易
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
は
基
本
的
に
分

業
制
で
制
作
さ
れ
、
木
地
師
、
塗
師
、
蒔
絵
師
や
青
貝
師
、
芝
山
師
等
の
直
接
的
に
漆
に

関
わ
る
工
程
の
ほ
か
、
金
具
を
取
り
付
け
る
打
方
師
な
ど
を
経
て
漆
器
が
完
成
す
る
。
そ

の
設
計
か
ら
完
成
ま
で
の
流
れ
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
の
は
、
こ
の
表
で
い
え
ば
「
製
造

兼
販
売
業
者
（
問
屋
）」
で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
の
横
浜
を
代
表
す
る
漆
器
商
、
美
術
商
と
し
て
知
ら
れ
る
箕
田
長
次
郎
は
、
こ

う
し
た
製
造
兼
販
売
業
者
の
一
つ
で
あ
る
。
箕
田
は
江
戸
で
骨
董
店
を
開
い
て
い
た
が
、

安
政
六
年
に
横
浜
に
店
を
移
し
、
金
属
器
や
漆
器
の
販
売
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
職
人
に
工
芸
品
の
制
作
を
委
嘱
し
、
制
作
さ
れ
た
工
芸
品
は
箕
田
の
名
前
で
万

国
博
覧
会
へ
も
出
品
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
商
品
の
意
匠
や
担
当
す
る
職
人
を
決
め
、
各
工

程
の
職
人
を
取
り
ま
と
め
て
制
作
を
指
揮
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
役
割
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
り
、
職
人
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
商
店
か
ら
具
体
的
な
注
文
を
受
け
て
各
工

程
の
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
販
売
形
態
を
と
る
美
術
工
芸
商
は
「
嘱
品
家
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

（
（1
（

。
こ
う
し
た
商
人
が
漆
器
制
作
を
牽
引
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
人
を
指
導
し
て
い
っ
た
。

　

職
人
は
ど
の
よ
う
に
横
浜
で
制
作
を
行
っ
て
い
た
の
か
。
大
規
模
な
生
産
体
制
を
備
え

た
製
造
業
者
は
比
較
的
少
な
い
。
例
え
ば
漆
器
商
・
田
原
栄
は
、四
、五
〇
名
の
職
工
を
雇
っ
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て
制
作
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
少
な
い
と
い
う
記
述
が
あ
る

（
（1
（

。
基
本
的
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
専
門
的
に
行
う
職
人
に
制
作
を
依
頼
し
た
り
、
二
、
三
人
の
職
人
を

雇
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
木
地
、
塗
師
、
蒔
絵
等
を
担
当
し
て
制
作
を
行
っ
た
り
と
、
小
規
模

な
工
房
が
多
か
っ
た
。
漆
器
制
作
は
、
陶
磁
器
の
よ
う
に
窯
な
ど
の
大
規
模
な
設
備
と
そ

れ
に
適
し
た
土
地
は
必
要
な
く
、
煙
害
等
の
問
題
も
な
い
た
め
、
周
囲
の
環
境
に
よ
る
制

約
が
少
な
い
と
い
え
る
。
木
材
を
あ
る
程
度
製
材
し
た
あ
と
は
、
小
さ
な
作
業
場
で
も
制

作
が
可
能
な
場
合
が
多
い
。
ま
た
そ
の
素
材
や
商
品
は
、
他
の
工
芸
品
と
比
較
し
て
軽
量

で
梱
包
等
が
容
易
な
形
状
で
あ
る
た
め
、
運
搬
に
も
適
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

土
地
が
狭
く
人
口
の
多
い
横
浜
に
お
い
て
も
、
比
較
的
漆
器
の
制
作
は
行
い
易
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
職
人
・
工
房
は
商
店
が
立
ち
並
ぶ
港
の
近
く
よ
り
内
陸
に
入
っ
た
地
域
に
散

在
し
て
お
り

（
（1
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
を
経
由
し
て
作
品
が
徐
々
に
完
成
し
て
い
っ
た
。
大
規

模
な
制
作
拠
点
は
少
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ば
開
港
地
と
そ
の
近
隣
全
体
が
大
き
な
工
場
と

し
て
機
能
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

漆
器
の
産
地
と
し
て
の
特
徴

　

前
項
ま
で
、
横
浜
に
お
い
て
漆
器
産
業
の
展
開
を
追
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
横
浜
の

漆
器
産
地
と
し
て
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
内
の
漆
器
産
地
の
中
で
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
か
を
文
献
か
ら
探
り
た
い
。

　

明
治
二
十
八
年
の
都
道
府
県
別
の
漆
器
の
産
額
を
比
較
す
る
と
、
最
も
多
い
の
は
和
歌

山
、
続
い
て
静
岡
、
石
川
、
福
島
、
神
奈
川
の
順
で
あ
る

（
（1
（

。
当
時
神
奈
川
の
漆
器
生
産
に
、

近
世
以
前
か
ら
の
産
地
に
迫
る
勢
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
神
奈
川
県
内
の
生
産
額
の
内
訳
に
つ
い
て
明
治
三
十
一
年
時
点
の
統
計
を
み
る

と
、
横
浜
が
四
〇
万
円
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
合
計
が
八
万
七
百
四
円
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
当
時

の
神
奈
川
県
の
生
産
額
の
多
く
を
横
浜
が
占
め
て
い
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
開
港
後
に

漆
器
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
横
浜
は
、
三
〇
年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
漆
器
生
産

が
発
展
し
、
全
国
的
に
見
て
も
大
き
な
産
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
三
十
一
年
に
著
さ
れ
た
横
井
時
冬
『
日
本
工
業
史
』
に
は
、
「
維
新
後
漆
器
の
海
外

へ
輸
出
さ
る
る
も
の
多
し
と
雖
も
和
歌
山
県
の
黒
江
、
静
岡
県
の
静
岡
、
福
島
県
の
会
津
、

神
奈
川
県
の
橫
浜
を
以
て
其
重
な
る
主
産
地
と
す
」
と
書
か
れ
て
い
る

（
（1
（

。
大
規
模
な
漆
器

産
地
と
並
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
特
に
輸
出
漆
器
が
多
く
制
作
さ
れ
る
産
地
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
同
時
期
に
行
わ
れ
た
各
県
の
漆
器
生
産
状
況
を
ま
と
め
た
商
工
局
調
査
に
よ
れ

ば
、「
横
浜
ニ
於
テ
製
造
シ
外
国
ニ
輸
出
ス
ル
漆
器
ハ
其
種
類
多
ク
枚
挙
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
ト

雖
モ
多
ク
ハ
茶
箱
、
組
物
、
手
袋
入
、
手
巾
入
等
ノ
実
用
品
ニ
シ
テ
美
術
的
装
飾
品
ハ
至

テ
少
ナ
ク
玩
弄
物
ニ
類
ス
ル
モ
ノ
モ
亦
多
額
ヲ
占
メ
其
用
途
詳
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
云

フ
」
と
あ
る

（
（2
（

。
横
浜
に
お
い
て
制
作
さ
れ
て
い
た
漆
器
の
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
比

較
的
廉
価
で
実
用
的
な
商
品
が
幅
広
く
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
興
の
産
地
で
あ
っ
た
横
浜
は
、
輸
出
向
け
の
廉
価
な
製
品
を
中
心
に

扱
う
こ
と
が
特
徴
だ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
著
さ
れ
た
神
奈
川
県
内

務
部
の
『
神
奈
川
県
ニ
於
ケ
ル
陶
磁
器
業
及
漆
器
業
』
を
み
る
と
、
他
の
産
地
と
横
浜
と

の
違
い
が
明
確
に
な
る
。
要
約
す
る
と
、輸
出
漆
器
の
生
産
は
静
岡
が
最
も
多
く
生
産
し
、

次
い
で
横
浜
、
箱
根
と
続
く
。
い
っ
ぽ
う
会
津
、
山
中
、
高
岡
、
金
沢
、
黒
江
、
輪
島
な

ど
も
か
つ
て
は
輸
出
漆
器
を
生
産
し
て
い
た
が
、
そ
の
価
格
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
た

め
に
商
品
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

（
（2
（

。
多
く
の
産
地
に
お
い
て
、
横

浜
の
よ
う
な
廉
価
な
輸
出
漆
器
の
制
作
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
横

浜
が
初
め
か
ら
輸
出
向
け
商
品
の
制
作
を
志
向
し
て
で
き
た
産
地
で
あ
り
、
そ
の
需
要
に

特
化
し
た
生
産
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

横
浜
の
漆
器
の
独
自
性

　

そ
の
地
域
で
培
わ
れ
た
技
法
、
他
産
地
と
違
う
特
徴
等
、
地
域
の
工
芸
の
持
つ
独
自
性

は
、
制
作
・
販
売
活
動
の
主
軸
と
な
る
。
輸
出
に
特
化
し
た
商
品
を
量
産
す
る
新
興
の
産
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地
で
あ
り
、
他
所
か
ら
の
職
人
が
そ
の
制
作
を
担
っ
た
横
浜
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

そ
の
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

横
浜
の
漆
器
に
つ
い
て
、
明
治
後
期
以
降
の
文
献
に
よ
り
具
体
的
な
特
徴
が
記
述
さ
れ

る
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
「
芝
山
漆
器
」
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
の
初
め
か
ら
、
横
浜
の
漆
器
を
代
表
す
る
名
産
品
を
意
味

す
る
名
称
と
し
て
文
献
上
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

「
芝
山
」
と
は
芝
山
象
嵌
と
呼
ば
れ
る
装
飾
技
法
の
一
つ
で
、
器
物
の
表
面
を
意
匠
の

形
に
彫
り
、
貝
や
象
牙
、
珊
瑚
や
牛
骨
等
様
々
な
素
材
で
作
っ
た
パ
ー
ツ
を
象
嵌
す
る
こ

と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
上
総
国
芝
山
村
出
身
の
芝
山
易
政
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
称
が
つ
き
、
江
戸
を
中
心
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た

（
（2
（

。
そ
の
後
明
治
期
に

な
る
と
外
国
人
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
、
横
浜
で
制
作
さ
れ
る
輸
出
漆
器
に
も
芝
山
象
嵌

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
江
戸
、
東
京
を
中
心
に
作
ら
れ
た

「
芝
山
」
を
冠
す
る
工
芸
品
は
、
漆
器
だ
け
で
な
く
象
牙
や
金
属
器
と
幅
広
い
素
材
を
胎

と
す
る
。
様
々
な
素
材
を
切
り
抜
き
、
表
面
を
薄
肉
彫
状
に
彫
っ
て
作
ら
れ
た
パ
ー
ツ
が

器
面
に
象
嵌
さ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
横
浜
で
制
作
さ
れ
た
「
芝
山
」
は
ほ
と
ん
ど
漆
器
を
対

象
と
し
、
牛
骨
や
象
牙
、
貝
で
作
ら
れ
た
立
体
的
な
花
鳥
の
装
飾
が
、
漆
器
の
表
面
に
飛

び
出
す
よ
う
に
象
嵌
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

（
（2
（

。

　

本
研
究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
、
展
覧
会
「
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
金
子

皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
四
月
‐
六
月
）

で
は
、
横
浜
で
制
作
さ
れ
た
芝
山
象
嵌
の
漆
器
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
展
覧
会
で
は
同

時
に
展
示
し
た
「
寄
木
細
工
」
「
青
貝
細
工
」
等
と
統
一
を
図
る
意
図
か
ら
、「
芝
山
細
工
」

を
技
法
名
と
し
て
表
記
し
た
。
し
か
し
現
在
活
動
し
て
い
る
芝
山
象
嵌
の
技
術
者
、
関
係

者
に
話
を
伺
う
と
、
「
芝
山
細
工
」
を
江
戸
、
東
京
中
心
に
制
作
さ
れ
て
い
た
芝
山
象
嵌

の
特
徴
を
持
つ
工
芸
品
、
「
芝
山
漆
器
」
を
横
浜
で
制
作
さ
れ
た
芝
山
象
嵌
の
特
徴
を
持

つ
漆
器
と
い
う
意
味
で
使
い
分
け
る
傾
向
が
あ
っ
た

（
（2
（

。
比
較
す
る
と
作
風
・
技
法
と
も
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
、
名
称
が
呼
び
分
け
ら
れ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、「
横
浜
」

と
冠
さ
ず
と
も
「
芝
山
漆
器
」
の
語
が
地
域
性
を
含
ん
で
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

「
芝
山
漆
器
」
は
、
単
に
技
法
の
名
と
工
芸
分
野
の
名
が
結
び
つ
い
た
名
称
で
は
な
く
、

先
行
す
る
江
戸
、
東
京
の
芝
山
象
嵌
と
の
差
異
を
示
し
な
が
ら
、
「
芝
山
」
の
持
つ
ブ
ラ

ン
ド
性
や
技
法
を
引
き
継
ぐ
自
負
も
あ
ら
わ
す
と
い
う
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
う
し
た
用
語
は
慣
習
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
過
去
に
遡
っ
て
明
確
な

定
義
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
芝
山
」
と
い
う
語
が
、
特
に
横
浜
の
漆

器
を
語
る
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
を
概
観
し
、「
芝
山
漆
器
」
と
い
う
名

称
が
、
ど
の
よ
う
に
横
浜
の
漆
器
の
独
自
性
を
担
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を

確
認
し
た
い
。

　

明
治
二
十
四
年
一
月
一
八
日
に
発
行
さ
れ
た
『
横
浜
貿
易
新
聞
』
に
は
、
輸
出
品
の
売

行
き
に
関
す
る
記
事
の
中
で
「
芝
山
入
塗
物
」
が
不
調
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
芝
山

象
嵌
で
装
飾
さ
れ
た
漆
器
が
一
定
量
横
浜
で
取
引
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
そ
れ
が
立
体

的
な
装
飾
を
施
し
た
横
浜
の
漆
器
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、「
芝
山
漆
器
」
と
い
う
名

称
が
成
立
し
て
い
な
い
、
も
し
く
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

明
治
二
十
六
年
の
『
横
浜
貿
易
敏
捷
』
の
「
雑
種
売
込
商
」
の
部
を
み
る
と
、
弁
天
通
り

に
出
店
し
て
い
る
岩
崎
平
吉
、宮
崎
岩
吉
、
守
安
瀧
三
郎
の
三
名
が
取
り
扱
う
商
品
に
、「
芝

山
入
漆
器
」
と
書
か
れ
て
い
る

（
（2
（

。
仕
入
先
は
判
明
し
な
い
が
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
横
浜
で

芝
山
象
嵌
を
施
し
た
漆
器
が
制
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

大
正
二
年
に
開
催
さ
れ
た
、
神
奈
川
県
横
浜
市
総
合
勧
業
協
会
に
よ
る
勧
業
共
進
会
の

審
査
報
告
で
は
、
横
浜
の
漆
器
の
製
法
を
粗
雑
で
あ
る
と
指
摘
し
な
が
ら
も
「
横
濱
ノ
芝

山
物
ハ
漆
器
面
ニ
牙
角
類
ノ
彫
刻
物
ヲ
嵌
入
セ
ル
所
精
巧
華
麗
ニ
シ
テ
特
異
ノ
名
産
タ
ル

ヲ
失
ハ
ズ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
こ
で
い
う
「
芝
山
物
」
は
現
在
「
芝
山
漆
器
」
と

し
て
伝
わ
っ
て
い
る
漆
器
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
名
産
で
あ
る
こ
と
を
失

わ
な
い
と
い
う
言
葉
か
ら
、
芝
山
象
嵌
の
技
法
を
と
り
入
れ
た
漆
器
は
こ
の
以
前
か
ら
横

浜
特
有
の
名
産
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

そ
し
て
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
著
さ
れ
た
商
工
省
商
務
局
貿
易
課
に
よ
る
『
輸
出

漆
器
ニ
関
ス
ル
調
査
』
に
は
、
「
本
縣
ニ
於
ケ
ル
漆
器
ノ
殆
ン
ト
九
分
通
リ
ハ
橫
濱
市
ニ
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生
產
セ
ラ
レ
主
ト
シ
テ
芝
山
漆
器
及
橫
濱
彫
ト
ス

（
（2
（

」
、
昭
和
三
年
の
「
本
邦
固
有
工
藝
品

の
生
産
状
況
」
に
は
「
横
浜
漆
器
の
一
種
に
芝
山
象
嵌
、
芝
山
漆
器
と
い
ふ
も
の
あ
り
」

と
書
か
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
こ
で
横
浜
の
漆
器
を
語
る
上
で
代
表
的
な
存
在
と
し
て
、「
芝
山

漆
器
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
様
々
な
漆
器
関
係
の
文
献
に
お
い
て
、
横
浜

の
名
産
と
し
て
の
「
芝
山
漆
器
」
の
名
称
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
名
称
の
浸
透
と
、
横
浜
に
お
け
る
特
産
品
と
し
て
の
意
識
に
影
響
を
与
え
た
存
在

と
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
横
浜
不
老
町
で
芝
山
に
よ
る
装
飾
を
施
し
た
漆
器
の
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
た
村
田
商
店
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
後
の
大
正
十
四
年
に
著
さ
れ
た

『
横
浜
復
興
録
』
に
は
、
「
美
術
芝
山
漆
器
商
」
と
し
て
村
田
勝
次
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る

（
（3
（

。
こ
れ
は
昭
和
初
期
の
文
献
に
先
立
っ
て
「
芝
山
」
と
「
漆
器
」
が
一
つ
の
名
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
そ
の
後
も
村
田
商
店
は
、
様
々
な
人
名
録
に
「
芝
山
漆
器

商
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
こ
の
よ
う
な
漆
器
を
制
作
・
販
売
し
て
い
た
漆

器
商
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
村
田
商
店
の
他
に
「
芝
山
漆
器
」
と
い
う
語
を
使
っ
て

い
る
者
は
少
な
い
。
勝
次
郎
氏
の
息
子
・
貞
良
氏
は
昭
和
二
十
六
年
の
『
日
本
漆
工
』
に

も
、
依
頼
を
受
け
て
芝
山
漆
器
に
関
す
る
詳
細
な
記
事
を
執
筆
し
て
い
る

（
（3
（

。
戦
後
に
至
っ

て
も
、
「
芝
山
漆
器
」
の
中
心
的
な
存
在
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
村
田
商
店

は
横
浜
の
漆
器
販
売
が
そ
の
後
下
火
に
な
っ
た
な
か
で
も
職
人
を
支
援
し
な
が
ら
制
作
を

委
嘱
し
、
昭
和
四
十
五
年
ま
で
芝
山
漆
器
の
制
作
を
続
け
て
い
た

（
（3
（

。
現
在
に
至
る
ま
で
、「
芝

山
漆
器
」
と
い
う
名
称
が
横
浜
で
制
作
さ
れ
た
漆
器
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文

献
だ
け
で
な
く
、
村
田
商
店
が
そ
の
制
作
・
販
売
を
牽
引
し
、
積
極
的
に
名
称
を
使
い
続

け
た
こ
と
も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

各
地
の
職
人
が
集
ま
っ
て
成
立
し
た
産
地
で
あ
る
横
浜
に
は
、
固
有
の
技
法
や
意
匠
と

い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
徐
々
に
制
作
者
が
定
着
す
る
中
で
、
新
た
に
興
っ
た
技
法
、

意
匠
に
よ
る
独
自
の
造
形
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
名
称
が
与
え
ら
れ
る
。
名
称
が
浸
透
す
る

に
従
っ
て
そ
れ
は
地
域
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
「
産
地
」
に
対
す
る
意
識
を
強
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
意
識
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
が
、
販
売
を
担
う
漆
器
商
で
あ
っ

た
。
他
の
産
地
と
は
異
な
る
特
産
品
と
し
て
戦
略
的
に
需
要
者
に
訴
求
す
る
上
で
も
、
制

作
・
販
売
活
動
の
軸
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
材
料
、
制
作
環
境
、
人
材
の
不
足
し
た
環
境
横
浜
に
、
商
人
・
職
人
な
ど

漆
器
関
係
者
が
集
ま
り
全
国
有
数
の
輸
出
漆
器
の
産
地
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
概
観
し

た
。
横
浜
の
漆
器
業
は
、
初
め
に
商
人
が
活
躍
し
て
販
売
環
境
を
整
え
、
次
に
職
人
が
集

ま
り
制
作
を
始
め
る
と
い
う
順
序
で
展
開
し
た
。
横
浜
は
新
興
の
産
地
と
認
識
さ
れ
て
い

た
が
、
急
激
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
に
販
売
者
と
し
て
の
漆
器
商
が
初
め
か

ら
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
代
工
芸
に
お
け
る
商
人
の
役
割
は
、
単
に
職

人
か
ら
消
費
者
へ
商
品
を
販
売
す
る
窓
口
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
職
人
を
取
り
ま
と
め
、

工
芸
の
制
作
を
直
接
的
に
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
商
人
が
主
導
で
産
地
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
、
外
国
向
け
の
輸
出
品
に
特
化
し
様
々
な
地
域
の
職
人
、
技
術
が
集
っ
て
制
作
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
産
地
と
し
て
の
横
浜
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
様
々
な
地
域
の
技
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
特
徴
的
な
技
法
が
発
展
し
、
産

地
に
お
け
る
制
作
・
販
売
活
動
の
軸
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
販
売
に
際
し
て
は
、

他
地
域
と
の
差
異
を
最
も
敏
感
に
捉
え
、
地
域
の
独
自
性
を
積
極
的
に
売
り
出
す
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
も
商
人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
漆
器
商
の
活
動
を
中
心
に
、
産
地

へ
の
帰
属
意
識
も
強
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
漆
器
の
産

地
と
し
て
の
横
浜
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
商
人
が
工
芸
の
制
作
・
販
売
を
全
体
的
に

方
向
づ
け
、
産
地
と
し
て
成
立
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
工
芸
の
視
点
か
ら
制
作
・
販
売
に
関
わ
る
人
々
の
拠
点
と
し
て
の

産
地
の
形
成
と
、
制
作
・
販
売
の
実
態
、
固
有
の
技
法
に
ま
つ
わ
る
意
識
の
変
化
に
つ
い

て
横
浜
の
例
を
検
討
し
つ
つ
、
特
に
販
売
者
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

分
野
、
あ
る
い
は
他
地
域
と
の
比
較
も
丁
寧
に
行
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
調
査
で
得
た
情

報
の
多
さ
も
あ
り
整
理
作
業
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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（
註
）  

1  
『
横
浜
市
史
稿
』
産
業
編
、
横
浜
市
役
所
、
昭
和
七
年
、
五
六
頁
。

2  

森
田
忠
吉
編
『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
：
開
港
五
十
年
記
念
』、
横
浜
商
況
新
報
社
、
明
治
四
十
三
年
、
二
〇
四
頁
。

3  

前
掲
註
2
、
二
四
二
頁
。

4  

そ
の
う
ち
一
〇
件
は
元
町
の
塗
師
で
あ
る
。
元
町
は
開
港
前
か
ら
横
浜
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
、
居
留
地
の

　
　

設
置
に
伴
い
移
動
・
集
住
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
か
ら
、
昔
か
ら
い
た
職
人
も
少
な

　
　

く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

5  

横
山
錦
柵
編
『
横
浜
商
人
録
』、
横
浜
商
人
録
社
、
明
治
十
四
年
、
二
〇
頁
。

6　

二
八
年
商
工
局
調
査
」『
第
二
次
輸
出
重
要
品
要
覧
』
工
産
之
部
、農
商
務
省
商
務
局
、明
治
三
〇
年
、四
〇
頁
。

7  

明
治
二
十
四
年
二
月
一
月
の
『
横
浜
貿
易
新
聞
』
に
は
、「
本
邦
漆
器
輸
出
状
況
」
と
し
て
、
明
治
十
四
、十

　
　

五
年
頃
に
ア
メ
リ
カ
で
日
本
漆
器
の
破
損
し
や
す
さ
が
問
題
に
な
り
、
輸
出
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ド
イ

　
　

ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
の
漆
器
の
模
倣
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
横
浜
貿
易
新
聞
』、

　
　

横
浜
貿
易
新
聞
社
、
明
治
二
十
四
年
二
月
一
月
）。

8  

『
神
奈
川
県
統
計
書
』
明
治
三
十
二
年
、
神
奈
川
県
、
明
治
三
十
四
年
、
四
五
九
頁
。

9  

前
掲
註
6
、
三
十
八
頁
。

10  

横
井
時
冬
『
日
本
工
業
史
』、
吉
川
半
七
、
明
治
三
十
一
年
、
三
一
五
頁
。

11  

『
神
奈
川
県
統
計
書
』
明
治
三
十
一
年
、
神
奈
川
県
、
明
治
三
十
三
年
、
四
二
八
頁
。

12  

前
掲
註
8
、
四
五
九
頁
。

13  

前
掲
註
8
、
四
五
九
頁
。

14  

嘱
品
家
に
つ
い
て
は
、
樋
田
豊
次
郎
「
明
治
の
工
芸
を
輸
出
し
た
ひ
と
た
ち
」（『
ナ
セ
ル
・
D
・
ハ
リ
リ
・

　
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
海
を
渡
っ
た
日
本
の
美
術
』
第
一
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
平
成
七
年
）
に
詳
し
い
。

15  

前
掲
註
6
、
三
十
九
頁
。

16  

漆
工
関
係
者
の
分
布
地
図
に
つ
い
て
は
、「
関
連
地
図
」（『
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
金
子
皓
彦

　
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
、
八
四
頁
）
に
ま
と
め
た
。

17  

『
第
二
次
輸
出
重
要
品
要
覧
』
工
産
之
部
、
農
商
務
省
商
務
局
、
明
治
三
十
年
、
三
頁
。
和
歌
山
県
は
五
八

　
　

五
、
七
八
七
円
、
静
岡
県
は
三
五
四
、三
二
〇
円
、
石
川
県
は
三
一
九
、五
五
六
円
、
福
島
県
は
二
四
七
、二
七

　
　

四
円
、
神
奈
川
県
は
二
三
六
、
九
四
〇
円
で
あ
る
。

18  

前
掲
註
11
、
四
二
八
頁
。

19  

前
掲
註
10
、
三
一
一
頁
。

20  

前
掲
註
6
、
三
十
九
頁
。

21　

 

「
往
時
ハ
福
島
県
会
津
塗
石
川
県
山
中
塗
等
モ
静
岡
塗
横
浜
塗
ト
共
ニ
ヤ
ヤ
盛
ニ
輸
出
セ
ラ
リ
タ
リ
ト
雖
モ

　
　

今
日
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
価
格
ノ
極
端
ナ
ル
低
下
ノ
為
ニ
殆
ド
輸
出
ヲ
見
ズ
謂
フ
モ
不
可
ナ
ク
現
在
第
一
位
ニ
ア

　
　

ル
ハ
静
岡
塗
ニ
シ
テ
横
浜
塗
箱
根
塗
之
ニ
次
グ
其
ノ
他
高
岡
塗
金
沢
塗
黒
江
塗
輪
島
塗
等
ノ
モ
ノ
幾
分
輸
出

　
　

セ
ラ
ル
ル
ヲ
見
ル
モ
此
等
ハ
到
底
静
岡
横
浜
箱
根
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
低
廉
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
製
出
ス
ル
コ
ト
不
可

　
　

能
ナ
ル
ヲ
以
テ
ヤ
ヤ
優
秀
ノ
モ
ノ
ヲ
出
ス
」
（
神
奈
川
県
内
務
部
『
神
奈
川
県
ニ
於
ケ
ル
陶
磁
器
業
及
漆
器

　
　

業
』
、
神
奈
川
県
内
務
部
、
大
正
五
年
、
二
九
頁
）。

22  

芝
山
易
政
に
つ
い
て
は
、
前
田
香
雪
「
芝
山
象
眼
創
製
者
の
傳
及
其
系
統
」（『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
第
一

　
　

二
二
号
、
日
本
美
術
協
会
、
明
治
三
十
一
年
、
一
九
‐
二
四
頁
）
、
江
戸
の
芝
山
の
流
れ
に
つ
い
て
は
菊
地

　
　

泰
子
「
江
戸
時
代
後
期
芝
山
象
嵌
作
品
に
つ
い
て
―
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
「
芝
山
」
在
銘
品
を
中
心
に
」（『
大

　
　

阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
第
二
〇
号
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
令
和
二
年
、
五
‐
四
九
頁
）
に
詳
し
い
。

23  

現
在
も
横
浜
で
は
芝
山
漆
器
の
技
術
継
承
の
た
め
、
横
浜
芝
山
漆
器
研
究
会
が
活
動
し
て
い
る
。

24  

江
戸
・
横
浜
の
芝
山
の
造
形
的
な
比
較
や
そ
の
背
景
の
考
察
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「「
横
浜
芝
山
漆
器
」
の

    

実
像　

―
歴
史
・
技
法
・
背
景
―
」（『
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世

    

界
―
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
令
和
六
年
、
二
二
五
‐
二
三
四
頁
）
に
述
べ
た
。

25  

横
浜
で
制
作
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
漆
器
を
「
芝
山
細
工
」
と
説
明
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
と
い
う
指
摘

　
　

も
い
た
だ
い
た
。
反
対
に
、
江
戸
の
芝
山
に
技
法
や
作
風
が
近
い
場
合
、
芝
山
象
嵌
に
よ
る
漆
器
で
あ
っ
て

　
　

も
、
あ
ま
り
「
芝
山
漆
器
」
と
は
呼
ば
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

26  

伊
藤
辰
治
郎
『
横
浜
貿
易
捷
径
』、
横
浜
貿
易
新
聞
社
、
明
治
二
十
六
年
、
六
三
、
六
四
、
六
九
頁
。

27  

春
日
倬
一
郎
編
『
神
奈
川
県
横
浜
市
聯
合
勧
業
協
会
開
催
勧
業
共
進
会
審
査
報
告
』、大
橋
徳
寿
、大
正
三
年
、

　
　

一
九
一
頁
。

28  

商
工
省
商
務
局
貿
易
課
編
『
輸
出
漆
器
ニ
関
ス
ル
調
査
』、
商
工
省
商
務
局
貿
易
課
、
昭
和
二
年
、
二
三
頁
。

29  

中
山
正
男
「
本
邦
固
有
工
藝
品
の
生
産
状
況
」（
一
）
商
工
省
工
務
局
編
『
工
業
調
査
彙
報
』
第
六
巻
第
二
号
、

　
　

一
九
二
八
、七
頁
。

30  

小
池
徳
久
『
横
浜
復
興
録
』
、
横
浜
復
興
録
編
纂
所
、
大
正
十
四
年
、
二
七
頁
。

31  

村
田
貞
良
「
芝
山
漆
器
」
『
日
本
漆
工
』
三
十
六
号
、
日
本
漆
協
会
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
、
八
頁
。

32  

戦
後
の
村
田
商
店
の
活
動
に
関
し
て
職
人
の
目
線
か
ら
見
た
記
録
と
し
て
、
横
浜
で
活
動
す
る
芝
山
師
の
宮

　
　

崎
輝
生
氏
に
よ
る
『
貝
と
漆　

横
浜
芝
山
漆
器
と
七
十
年 (

わ
が
人
生)

』
（
神
奈
川
新
聞
社
、
令
和
五
年
）

　
　

が
あ
る
。
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□
史
料
編

※
本
史
料
の
う
ち
、
「
現
代
之
部
」
を
抜
粋
し
た
。

「
古
代
之
部
」
が
大
半
を
占
め
、
い
わ
ゆ
る
古
美
術
の
取

引
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
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□
史
料
編
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『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
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□
史
料
編
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『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
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□
史
料
編
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『
古
今
書
画
最
高
値
段
記
録
』
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□
史
料
編
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※
本
史
料
の
う
ち
、
「
現
代
之
部
」
を
抜
粋
し
、

加
え
て
「
は
し
が
き
」
「
注
意
」
を
掲
載
し
た
。
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□
史
料
編
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『
昭
和
三
年
度
　
書
画
売
買
相
場
』
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□
史
料
編
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『
昭
和
三
年
度
　
書
画
売
買
相
場
』
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□
史
料
編

※
本
史
料
の
う
ち
、
作
家
の
詳
細
が
わ
か
る
部
分
の
み
を
抜
粋
し
た
。
後
続

の
史
料
と
本
史
料
は
一
組
と
し
て
利
活
用
が
期
待
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』



――43――

□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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『
帝
国
新
書
画
名
鑑

（
昭
和
七
年
度
）
』
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□
史
料
編
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※
物
故
作
家
も
含
め
た
一
覧
。
作
家
の
情
報
を
概
観
し
、
ま
た
他
の
作
家
と

単
純
比
較
す
る
に
は
重
宝
で
あ
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
画
家
以
外
の
儒
者
な
ど

「
書
」
を
な
し
た
作
家
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
本
報
告

書
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
い
わ
ゆ
る
画
家
の
部
位
の
み
抜
粋
し
た
。



――51――

□
史
料
編



――52――

『
帝
国
古
書
画
便
覧
』



――53――

□
史
料
編



――54――

『
帝
国
古
書
画
便
覧
』



――55――

□
史
料
編



――56――

『
帝
国
古
書
画
便
覧
』



――57――

□
史
料
編

※
日
本
画
、
洋
画
を
関
東
関
西
に
分
け
て
、
番
付
の
よ
う
に
構
成
し
た
目

録
。
単
価
の
よ
う
な
数
字
は
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
入
選
や
審
査
員
な
ど
細

か
い
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
。
ま
た
、
画
家
の
み
な
ら
ず
、
彫
刻

家
、
工
芸
家
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
も
本
史
料
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

主
だ
っ
た
作
家
（
太
字
、
大
文
字
）
で
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
抜
粋
し
た
。
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和
五
年
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正
　
現
代
画
家
番
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『
昭
和
五
年
度
改
正
　
現
代
画
家
番
付
』
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□
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料
編
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『
昭
和
五
年
度
改
正
　
現
代
画
家
番
付
』
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□
史
料
編
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